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地震 学会 々 則 

林 会 は 地震 お よび と れ に と 関連 する 諸 現象 の 研究 並び に その 應 用 に 関す る 知識 を 変 
換 , 普及 し 震 火 災 防 止 C 貢 献 す る と と を 目的 と する . 
本 会 は 地震 学会 と 箕 し て , 事務 所 を 東京 大 学 地球 物理 学 教室 内 に お く . 

本 会 は その 月 的 を 達する を た め 下 記 の 事業 を 行う . 

Gi) 通常 総会 お よび 臨時 総会 (ji) 学術 講演 会 

Gii) 會 誌 「 地 震 」 の 紙 行 Giv) 其他 必要 な る 事業 
通常 総会 は 毎年 必ず 1 回 適当 な 時 期 に 行い , 了 臨時 総会 は 委員 5 名 以上 ある い は 会 
員 30 名 以上 の 請求 の あつ を 時 に 開く 《. 
本 会 々 員 は 普通 会 員 , 購読 会 員 , 及び 貧 助 会 員 と する . 会 員 と な ろう と する 者 は 会 
費 1 ヶ年 分 を そえ て 本 会 事務 所 へ 申込 むものとする. 
地方 ある い は 特別 の 歓 関 等 支部 を お く と と が で きる 。. 
当 員 長 1 名, 委員 若干 名 を お く . 
宏 員 長 は 本 会 を 代表 し , 各 笑 員 は 編 骨 , 麻 務 , 会 計 等 の 事務 を 分 揚 し 。 その た め 
(若干 名 の 天 事 を お くど と が 出来 る . 野 事 は 委員 長 が 委 吸 する . 
本 会 に は 顧問 若干 名 を お く こ と と が で きる . 
員 は 普通 會 員 の 選 ( に ょ つて 記 出 する . 委員 長 は 委員 の 互選 に に ょ よる. 委員 長友 
び 笑 員 の 任期 は 1 年 と し , 再選 を さま た げた ない. 
容 員 長 及 び 秋 員 の 更 送 期 を 8 月 末 と する . 途中 補欠 と し て 加 つ を た も の の 任 記 は 前 
任 者 の 残存 期間 と する . 

附 則 

普通 会 員 の 会 費 は 1 年 300 財 と する . 
会 費 年 1 口 (1000 購 ) 以上 を お さめ た も の を 賛助 会 員 と する . 
支部 の な いと き は 連絡 幹事 を ちく. 連絡 幹事 は 委員 長 が 委 喝 する . 
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月 在 均 潮位 の 年 週 開化 に つい て 


名 吉屋 大 殊 理 吾 部 物理 牌 数 室 佐 野 淡 一 


(1952 年 8 月 2 日 受理 ) 


On the Annual Variation in the Heights of Monthly Mean Sea-Levels 
SYun ichi SANo 
Physical Tnstitute。Nagoya University. 
(CReceived August 2 nd, 1952) 


Various methods to eliminate the annual variation of month1y mean sea-levels are applied 
for the mareogram data observed at mareograph Stations along the coast of BAYof TSE, 
and their advantages are discussed. It is also concluded that the annual variation im the 
heights of sea-levels is mainly due to the annual changes in the oceanographical or meteo- 
rological element8. 


1. 験 潮 器 に ょ つて 測定 され る 潮位 は 革 地 の 昇降 に ょ つて 変化 する けれ ども , 地 帝 変動 を 知 
る た を ため に は , 気象 学 的 海洋 学 的 原因 に ょ る 潮位 の 変化 を 取 除 か な けれ ば な ら な い . 月 平均 潮位 
を 取扱 場合 に は いち じ る し と 年 週 変化 を 問題 に し な けれ ば ぱ ば ならない. 

日 本 本 州 の 太平 洋 岩 の 潮位 の 年 週 変 化 は , 野 満 ⑦ に よれ ば 気圧 お よび 海水 密度 の 年 変化 に ょ 
つて 静 力 学 的 に 生ま る 現象 で あり , 市 栄 ? に よれ ば 溶岩 地方 の 大 きい 振 巾 の 密度 変化 に ょ る 密 
度 流 が 岩 に 向 つて 流れ る た めで ある . し か し と れ ら の 理論 と 現在 を られ て いる 資料 と に よ つ て 
各 年 の 年 週 変化 を 求め る と と は 困難 で ある か ら , 実際 に 年 週 潮 と と り の ぞ く 場 合 に は むし ろ 便 
宜 的 な 方 活 が 用 いら れる . その 一 つ は 潮位 と 気圧 あ よ び 水 温 と の 関係 を 統計 的 に 求め て , 気圧 
よび 水温 か ら 年 週 潮 を 推算 する 方 法 で , 山口 は 多く の 計算 結果 を 発表 し て いる . 宮部 5 は 
と の よう な 取扱 い を する 場合 に , 潮位 は 温度 (に 対し て 時 間 的 に あく れ を 示す と と を 考慮 し な け 
れ ば な ら な いと と を 注意 し た . また 清水 ? は 月 平均 潮位 か ら そ の 地点 の 平均 年 週 変化 を と り 去 
つた も の に つい て , 気圧 , 気温 の ほか 風速 よ び 雨 量 と の 相関 を し ら べ , 場所 に よ つ て は 風 や 
雨量 の 影響 が 相当 大 きい と と を 見 出し た . し か し と の よう に し て 補正 され た 潮位 の 量 は 小さ な 
も の で あつ た . 平均 年 週 変化 か ら の 偏差 を し らち ら べ る と と は , 現在 の 我々 の 知識 で は , ゆき すぎ 
で ある よう に 思わ れる し , また 年 週 変化 の 振 巾 の 変動 は 平均 振 巾 の 502 以 上 に も 傍 す る の で , 
と と で は 平均 年 週 変 化 を あら か じ め 引 き 去 る と いう 取扱 い 方 は と りあ げ な い - 

第 二 の 方 法 は , 同様 な 地 芝 変 動 を 示す 地域 に くら べ て , も つと 広 \ 範 囲 で 気象 学 的 海洋 学 的 
原因 に ょ る 年 週 変化 は ほとん ど 共 通し て いる と いう 考え に 基礎 を あい て いる . 河 角 の は 四国 深 
震 の 潮位 変化 を 取扱 い 。 平均 年 週 変 化 と と りさ つた の と りか ら 適 当 な 稚 測 所 群 ic 共通 し た 変化 
を ひき さ つ て 平均 海水 面 の 変化 状況 を 求め , と の 地方 の 地殻 変動 を 論じ し た. その ほか 12 一 19 
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ヶ月 移動 平均 C ょ つて 年 週 変 化 を の ぞい た り , 年 周 潮 が 正弦 変化 を する と 仮定 し て 単純 な 正 蓄 


月 平均 湖 位 の 年 週 変 化 に つい て 


的 変 比 だ け を と り の ぞ く と いら や り 方 も 行わ れ を . 

2. と の 報告 で は , 愛知 県 沿 央 お よび 木 人 川 河 日 附近 の 験 潮 場 で 観測 され た 潮位 の 1981 年 
以後 主として 1944 年 まで の 韻 料 に 上 記 の 諸 方 法 を 適用 し て 比較 し て み を . 駿 潮 場 の 分 布 は 第 
1 図示 し て あら る. 此 等 の 験 潮 場 は 犬 き な 河川 流入 し て いる 伊 夫 湾 , 混 美 注 の な か に あつ て 。 
潮位 の 年 週 変化 の 取扱 い 方 を 一 般 的 に し ちら さる に は 不適 当 で ある が , と の 意味 で 興味 の 深い 点 
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も ある . し か し 地理 調査 所 中 央 気象 台所 管 の 験 潮 場 
の 観測 に くら で て 精度 が 劣 つ て いる の が 大 き な 和 欠点 
で ある が , 観測 所 の 数 が 多い の で 特に と りあ げた め 
け で ある . 

第 一 の 方 法 と し て は , 名 古屋 の 月 平均 気圧 ア お よ 
月 平均 気温 7 と 月 平均 潮位 7。 と の 関係 を し ら べ ご 
て , 年 週 湖 を 次 式 に * ょ つて あら わし た . 

ァ テ 1.32(cm/mmHg) ア 士 の zzZ(cm/ “CO)7_」 (1) 

と と で アァ の 係数 は 静 力学 的 (に 求め られ る 値 で , ア 。 か 

ら 気圧 の 影響 と た の ぞい た の とり を アア と する 。p ゎ zz 
は ア ′ と その 前 月 の 平均 気温 7-」 と か ら 統 計 的 ic 


計算 に C 用 いた 間 料 の 観測 期間 は 1981 一 48 年 で , 1944 年 の 論 料 は その 年 iC 東南 海 地 


震 が 起 つ た の で 計算 か ら 省 か れ を . ア ′ KC 気温 の 影響 を 補正 し た 結果 を ア * と する . 相関 係数 
zzZ_」 お よび 回 帰 係数 zz,」 の 値 が 1 表 C に 示し て ある 。 横 満 蔵 , 名 古屋 港 。 師 崎 を ょ び 西 
浦 に ついては, ア ” と 同月 の 気温 和 お よび 前 ネ 月 の 気温 と の 相関 係数 77Zzz_。 7 の Z_。 も か か げ で て 
ある . 隔月 の 気温 相互 の 相関 係数 は と の 場合 十 0.855 で ある. 師 崎 の 場合 は 。 知多 半 鳥 の 申 
内 部 に あつ た 西浦 測候所 (て お ける 気圧 お よび 気温 と 用 いた 結果 と が 比較 し て ある . 


est っ 表 
ーー ネト ] ャ , 5 8 ーー 1 さと 。 1 
吉 之 却 | 横 満 蔵 | 福田 前 | 名 古屋 港 ] 大 野 | 師 崎 | 福 江西 浦 | 前 基 
ィ 77_-」 | 0.647 0.578 0.755 | .0.756 0.584 0.708 0.627 | 0.640 | 0.480 
の ミュ 0.95 1.00 eb | 1.00 0.93 0.92 0 0.85 | 0.57 
アア リア ー。 0.549 | 0.642 0.494 
テア 7ー ッ 0.460 | 0.678 0.605 
部 等 988 一 3) | 知 - 多 。- 西 稼 | 辻 和 に 二 Na 記 
テル アー ュ 0.658 C5=1.03) 0.648 C5=0.93) 
テ 7/ 7 0.584 0.509 
クル 0.638 0.648 


? ち の 符号 は すべ て 正 


佐野 肖 -。 一 GUN 


さき て と の 場合 は 潮位 IC 対 応 す る 水温 の 次 料 が 得 ら れ な か つた の で 。 む し ちや せ を え ず 気温 を 
| 用 の た の で あつ た が , と の 地域 全般 に わた つて 潮位 と の 大 き な 相関 が 認め られ た . と れ は 湖 位 
上 に 対し て , 溢 内 ic 流入 する 河水 の 影響 が 大 きい と と を 示し て いる よう 思わ れる 。 な 池 。 
知多 西浦 。 伊良湖 に ける 1947 一 50 年 の 表面 水温 (水面 下 80 cm) と 名 古屋 の 気温 と を 比較 
し た と と ろ , 月 平均 値 の 交 化 は よく 並行 し て あり , 名 古屋 の 気温 7 と 津 の 水温 の と の 関係 は 
ダー 十 0.988、(@ 一 17.9)=0.90( の ー14.7) (単位 "C) で あつ た 

オニ の 方 法 と し て は , それ ぞ れ ( 吉 之 丸 , 横 溢 蔵 , 福 田 前 , 名 古屋 浴 : マーN )。( 名 古屋 江 , 
犬 野 , 師 崎 , ペーM), ( 師 時 , 福江 , 西浦, 前 芝 , WM 一 ) を 一 組 宛 と し て 荷重 を つけ 滞 位 
| の 平均 を 引き 去 つ を . すなわち , 年 平均 潮位 に よ つ て あら わ さ れ る 階段 状 の 永年 変化 か ら の 月 
平均 潮位 の 偏差 ブ /。i と よ ょ つて , 具 潮 場 p に お ける 補正 され た 潮位 は 


AA っ 生生 


で SEO 


3 AAN 


ee 
DD 


2 の =Ar(9ーー タ ダーAze の 


。 で 求め られる. 添字 も p は 場所 と 示し , %w は その 組 の 験 潮 場 の 数 で , o は 1981 一 44 年 間 の 
AA7。 の 標準 偏差 で ある . 各 組 の 最も 離れ 験 潮 場 問 の 距離 は (YーN): 17 km, (NR 一 必 ): 45 
km, (M 一 MM): 85 km で ある . 

上 記 の 方 法 に よ ょ つて 年 週 潮 と と り の ぞい た 結果 を 比較 する た め に , 了 ア 。, ア *,。 と の 1 年 毎 の 不 
偏 分 散 4% お よび 1931 一 4 年 間 の 階段 状 の 永年 変化 か ら の 偏差 に ょ る 不偏 分 散 が 著 2 図 に 
示 し て ある . 14 年 聞 の 結果 に よる 不 伺 分 散 の 値 は 泌 2 表 に も の せ て お いた . ⑭Z は 7zx よ 
り も 小さ く な つて いる . と れ は , 潮位 と 気圧 と の 関係 が 静 力 学 的 な 平衡 状態 に な いと と , 温度 

を の 要素 と じ で 点 の 気温 だ け を と つた と と ょ と,- あるいは - ア 7” ど - 7 よび の -。 と の 相関 を 考え な 

良 か つた と と な ど に も よる で あろ う が , 江 1 表 , オ 2 表 に 示さ れ て いる 7 や 4% また 6z と 

3 2467z* と の ちがい の 空間 的 変化 の 状況 な どか ら 考 ん えて, ア 7“ に は 河川 の 影響 が 含ま れれ て いる と と 

- が おぶ zz と 4zx と の ちがい の 一 つの 有力 な 原因 を な し て いる よう に 考え られ る . また 年 毎 の 


に と 人 0 
吉 乏 丸 | 横 満 蔵 | 福田 前 | 名 古屋 港 | 大 野 | 師 崎 」 福 江 | 西 浦 | 前 芝 

8 14.8 | r4.0 和 92 軸 0227 テ 1T55 4 と 2 | 1039. 司 HE 齋 

72 9.4 9.0 6.4 6.8 | 23828 7 00 本 8 

6.6 6.5 4.6 6.0 | 4.6 4.4 3.7 | 芝 5<2 

時 と 9 の | 
27. 症 02O206 に ンジ | 
1 た 2 ィ ンー 者 を ン こ | 
東 位 : 材 


4 の 値 は 半 分 年 と 共に 大 き < な つて ゆく 傾向 が 認め られ る と ころ が 多い よう に みえ を る . 大 野 で 
_ コ 985 年 以降 @z。 に 対し て zz が 共に 大 きく な つて いる の は 御 測 が 如く な つた の で あろ 
っ ろ 、 大 野 で は 永年 変化 も 他 の 験 潮 場 と 異 つ て いる が な , と れ も 実 際 の 変化 で な く 和 観測 の 欠陥 で は 


2 まい 


ロ 明和 MG 
と 8 ) 1 に と た いら 
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# CH18) 月 平均 潮位 の 年 週 変 化 に つい て 


1935 4O 
W い : oopperT) し 。o ecmiqate) し テ o 
1935 4 〇 otower) し 1 らら 3 ら 4O 


Fig.2 Mean Squares of Observed and Oorrected Mean Sea Level8. 


な いか と の 問 が あ 2 

さて, 木 角 川 河口 横 満 蔵 の 上 流 に ある 成 戸 も よび 船頭 平 の 水位 と 科 満 蔵 , 福田 前 の 潮位 と を 
比較 し ょ うら . 成 戸 量 水 標 は 木 箇 川 感 潮 都 の 最上 流 (大 潮 差 約 30 cm) で , 船頭 平 自記 量 水 標 で - 
は 伊 菱 浴 の 沿 央 と ほとん ど 同 様 な 潮汐 が 験 潮 器 に よ つ て 記録 き 和 て いる . 1981-42 年 間 の 克 料 - 
(に ょ つて 求め ち れ た 相関 係数 が 才 3 表 に の せ て ある . と と で ん は 成 戸 の 月 平均 水位 の 年 平均 水 
位 か ら の 偏差 , 万 * は アア" と 同様 に し て 気象 湖 を と を とり の ぞい た 船頭 平 の 月 平均 水位 の 偏差 を 示 : 
し て いる . 船頭 平 で 、 万 。。 万 ′ は , ア /′ と 同様 な 意味 と を も つと する と , 7g7z_ 三 十 0.588, 
の 7 ュー 十 1.08, 4 な 。 三 17. Scm,、 46zk 三 18.5cm で あつ た . 成 戸 の 水位 と 横 満 蔵 の 潮位 と の 関 


SB 
成 上 | 7 ん 万 | 7 ん アポ 了 | 表 頭 平 アァ | 万 アポ 
| 0.7j +0.890 | Sv た じ OE20M 下 | 0.298 


係 A7 デ ニ 0.1A ん に よ ょ つて アテ * か ら 河 川 の 影響 と 引き まま つた 結果 を 2 と する と , % 太 三 8. を 
cm (同期 間 で zz 三 9.1cm) で あつ た . 相関 係数 も 補正 され た 量 も 比較 的 小さ いな が , 単に 一 次 
の 回 帰 直 線 に ょ る だ け で は と れ 以 上 に す ぃ むと こと は 無理 で ある と 思わ れる . 

8. 宮部 2 は 東京 江東 の 地盤 沈下 速度 を 求め る た め に , 潮位 の 変化 を 


4 WC 7 
ニー6 士 @7 上 4sin 8 % 填 coa 一 (8) 


と お いて 淀 数 7。。 の W, 4 お よび を 最小 自 乗法 で 求め た 、 ただし? は 月 数 で ある. どの よ 交 


We NRN て C119) 5 


な 方 法 に 対応 きせ て , 名 古屋 港 の 潮位 を 一 年 毎 iC 調和 分 析 し て その 一 菊 項 を と り 去 つた . と の 
の と り 7。 の 年 平均 値 か ら の 偏差 の 1981 一 44 年 間 の 不偏 分 散 は 44z。=7.9cm で 4%zx に くべ 
- て も か な り 大 きい . 気温 の 年 週 変 化 は 正吾 函数 に 近い が 気圧 の それ は 相当 は ずれ て いる と と を 
壮 を て , ア ′ に 同様 な 操作 を 行 つ て みる と oc=6.8 cm で 4%z* (て 近く な つ を た. と の 方 法 は 急 
激 な 沈下 や 上 昇 の ある 場合 の ほか は 用 いな い 方 な が よい と 思う 、 

最後 (に 12 一 18 ヶ月 の 移動 平均 に よ つ て 年 週 変 化 を 消去 する 方 法 は , 年 平均 C よ つて あら わ 
きれ る 階段 状 の 永年 変化 を 滑ら か な 曲線 に お きか を た も の に ほか な ら な いと いう と と が で きる . 
か ら , と と で 問題 に する 必要 は な い . 

志 二 の 方 法 で は , ある 稚 測 所 群 に 共通 し た 一 年 以下 の 短い 週 期 の 土地 の 昇降 お あつ た 場合 と 
は , その よう な 地殻 の 変動 も と り の ぞ か れ て し まう . し か し 変位 ょ り も 歪 の 方 が 重要 で ある か 
ら , 大 き な 欠 点 と は な ら な い . と の よう な 立場 と お し すめ る と , と な りあ つて いる 験 潮 場 の 
変位 の 差 を 求め る 方 が 簡単 で よさ いと いう 考え (Cc 導 か れる . 芽 3 図 に は 了 ア 。 の 差 の 年 平均 値 と そ 
の 信頼 度 95 % の 信頼 限界 $ と を 示し た . 今度 は 衣料 だ が なあ る も の は 1950 年 まで 求め て ある . 6$ 
の 変化 の 状況 は 当然 《Zz と ほとん ど 同 様 で , 年 と 共 (c 増 加 す る 傾向 が 半 分 認め られ る 、 と の 現 


sr 
に 402 も - 3 45 
に -Mg 


Ys: を を 丸 Ya: 六 添 区 Fr: 箇 的 5: 塚 
Nr: 久 記 峡 水 Mc: 印 頃 FEi 稀 
No: 融 浦 。 Msx 弟 守 


Hig. 3 Differences of Yearly MLean Sea Leves of Near-by Mareograph Stations and 
Confdence Limits of 5 level of significance of Yearly Mean of Differences, 


象 が 1944 年 の 東南 海 地震 に 関連 が ある か , また 永年 変化 の 方 向 の いち じ る し い 変 化 ic 対応 し 
て いる と 考え を る と と が で きる な ら ば , 地裁 交 動 の 一 性 質 と し て 興味 深 e の で ある が , この 6 や 
7 の 次 化 の 主 な 原因 は 検 潮 器 の 機能 が 経年 的 ic 劣 化す る と と に ある よう に 思わ れる . と の 地方 


6 Q20) 月 座 均 湖 位 の 年 週 変 化 に つい て 


で 用 いち れる 句 拉 は 主 に スク リュ ー 式 で あつ て , た と を ば タ ォ ー ム の 溝 だ だ ん だ ん 広く な り べ で 
ン の ガク が 大 きく な る 。 福田 前 で は 1945 年 以降 観測 が 悪く な つた よら で ある . 横 満 湖 と 福 
田 前 と の 中 間 ic 1948 年 に 新設 され た 境 験 蔵 場 と 名 古屋 港 と の 潮位 の 差 は , 変動 が 非常 に 小さ 
い . と れ ら の 験 潮 場 で は 特に 注意 深く 観測 が 行わ れ て いる 。 [ 

年 平均 値 の 変化 で は 横 満 蔵 と 福田 前 と の 差 の 1940 一 45 年 頃 の 変化 が 大 きく , 傾斜 名 に すれ | 
ば 5 秒 な らい (に な る . 横 満 蔵 と 吉 之 丸 は 距離 が 近い か ら , 変位 の 差 を 傾斜 角 C な お お せ ば 前 者 (C 
近い 値 に な る . 

RBOOB い か 2 4 上述 の 方 法 に よ つ て 年 


上 (N- や ) 還 し 2 2 二 ミ 6 1 
SS ん 週 変化 を と り の ぞい た 結果 が 


名 古屋 港 。 横 満 蔵 お よび 師 崎 
(に つい て 芝 4 図 に 示 し て あ 
る . 曲線 は 3 ヶ月 移動 平均 値 
を つら ね を た も の で ある . また 
名 古屋 港 の は 18 ヶ月 移動 
平均 潮位 で ある . 一 年 以下 の 
短い 週 期 の 変化 は ほとん どー 
致し て 誠 ら ず , ま を ぜ し ろ 当 
然 の と と で ある が な が な が, % が な 
小さ い ぃ ほど 細か い 変 化 は 少な 
ぃ . 芝 5 図 に と な りあ つて い 
る 験 潮 場 の 潮位 差 の 実例 が あ 
げ ば て ある が , 1940 年 頃 ょ り 後 
で は 半年 ぐら ぃ の 週 期 の 変化 
が 大 きく な つて いて 前 に の て 


! 1 1 に に に 940. 
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か な 
Tr 4 た よう な 験 潮 器 の 劣化 に ょ る 
em も の ば か り で は な いよ ょ よう ic も 
0 と ? 1935, 8 5 84O. 3 シン 5 思わ れろ. 山口 め は その 研究 
Hig. 4b Corrected Sea Levels。 の 緒 果 か ら 数 ヶ月 週 期 の 地殻 


変動 が 実在 する こと を 主張 し て いる . 甘 者 は に の + ょ ら な 変化 の 存在 を 完全 lc 否定 する と と は で 
き な い けれ ども , 山 日 の 計算 結果 に 示さ れ て いる ほど いち じ る し いも の が ある と いら ちと と は 失 
お わ M2m と 考え る : 


ここ で 取扱 つ を 腔 潮 場 は 特殊 な か ぎら れ た 地方 に ある も の だ け で , この 結果 を 直 ち c 一 般 化 議 
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NN 
っ T 記 1 YY 


JAPAR 


て (KUBA'KU_ NAGOYA 


1 SS 沿 | UK ェ R 94 の, 1 ゃ 0 945。, 


し て 考え る こと は 勿論 危険 で ある . 油 憲 の よう な 多く の 研究 が 行わ れん た と と ろ に つい て 調べ る 
と と が 区 ま し いひ 、 

泌 ま 図 に 乱 へ て 2 っ 3 年 週 期 の 変化 が 大 きい が , 横 満 蔵 で は 振 巾 80cm に お よん で いる の 
が 注目 され る . こと で は 特に 観測 が 回 いと いら と と は 考え られ な い . いずれ に せよ 年 平均 潮位 
の 変化 が どの よう な 原因 に よ つ て 天 と る か と いう こと と は 別に 考え を な けれ ば な ら な い . 気象 年 周 
潮 と 同じ 機 杜 に よ つ て お と る 年 平均 潮位 の 変化 は 1 て 2cm の 程度 に すぎ な い . 海洋 学 的 原因 
に よる 年 平均 潮位 が 年 平均 潮位 が 年 平均 潮位 の 変化 の 相当 な 部 分 を し め て いる と し て も , そ 和 
は 全く 別 の 原因 に よる も の で あろ うら . 
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年 座 均 潮位 の fhictuation に つい て 


名 古屋 大 学 理学 部 物理 学 教室 佐 野 淡 一 


982 年 8 月 2 日 受理 ) 


On the Fluctunations in the Heights of YearJy Mean Sea-Leyels 
Syun ichi SANo 
Physical Institute。 Nagoya Universnty 
CReceived August 2nd, 1952) 、 

The Huctuations from the Iinear secular chanoes in tie heights of yearjy mean 8ea-levels 
at variou8 mareograph stations along the coast of West Japan, are seen parallel with each 
other and the amplitudes of the fuctuations are ]arzer in the western coast of 氏 yusyu. Thbe 
fHuctnations in the heights of yearly mean sea levels may thus be attributed to the 


variation in the velocity of oceanic currentS or the changes in 8ome physical properties of 


the sea water。 


吉 部 や は 串本 か ら 湯 津 に 至る 至る 日 本 の 西南 太平 洋 央 の 験 潮 場 に お ける 年 平均 潮位 の 変化 に 
、 な は 共通 な も の が な 認め られ る と と を 指摘 し , それ は 海水 の 温度 に よ ょ つて 支配 され る 現象 で あろ うら 
と 推測 し た . 原田 ? 到 よび 清水 ? も 日 本 の 治療 の 広い 範囲 で 潮位 の 変化 の な か iC 共通 な 者 分 が 
ある と と を の べ て いる . 河 角 や は 四国 溶岩 の 月 平均 潮位 を 取扱 うに 当 つ て , 海洋 学 的 な いし 気 
象 学 的 原因 に よる 潮 位 の 変化 は 地表 変動 に ょ つて と る 潮位 変化 に くら べ て は る か に 広い 地域 
で 類似 性 を も つと いう 考え を にょ よ つて, 気象 潮 を 求め た . 著者 も と の 考え 方 を 伊 藝 浴 洛 療 の 月 平 
均 潮 位 の 変化 < 適用 し て 満足 すべ き 結果 を 得 た . と の 基 え 方 は すくなくとも 地質 構造 の 複雑 
な 日 本 の 党 矢 に つい て は , きわ め て 自然 で 素朴 で は ある が 基本 的 な 概念 で ある と 思う ら 、 従 つて 
著者 は 年 平均 潮位 の 変化 を 日 本 沿 療 の 各地 に つい て 比較 し て み 。 

藤 料 は 主として 川畑 ? の 年 週 潮 に 関す る 論文 か ら 引 用 し を た. こと れ は 基線 の 姿 動 に 関す る 補正 
が 注意 く 行 われ て いる か ら で あ る 、 集 め ら れ た 間 料 の な か か ら 1925 一 1940 年 間 で 究 定 し を 
変化 を し て いる 部 分 を と り 出 し , 10 cm/ year 程度 の 克 化 が 同じ 方 向 ic 2 年 以上 も つ ず いて いる 
よう な と に ころ す て た . た だ し と の 取捨 は 主観 的 に ちこ な われ た . 芝 1 図 は 験 潮 場 の 分 布 図 。 


2 図 は 年 平 均 清 位 の 交 化 で 黒丸 が 採用 し た 部 分 で ある 、 年 平均 潮位 の な か ic 含ま れ で いる 永 
征 交 化 を 


ルニア 。 十 7 (year) (1) 
の 形 に 仮定 し て co を 長 小 自 乗法 で 求め 、 この 式 か ら の 偏差 A バ こつ いて 険 潮 場 相互 問 の 相関 
係数 を 求め た . 1 表 IC は c あ ょ び A ア の 分 散 o。 小 2 表 ic は 相関 係数 の 値 お が か か げ ば て ある. 
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Fig. 1 Distribution of Mareograph Stations. 


相関 係数 だ け で 時 系 列 の 比較 を 行う の は 不 十分 で ある が , 計算 が 簡単 で あや る か ら 最 初 に と り 
あげ た わけ で ある . と の 結果 に よれ ば , 串本 か ら 深 堀 を た を へ て 境 に 至る 聞 で , 五島 列島 の 富江 は 
別 と し て , 特に , 下津 , 清水 水俣, 深堀, 外 浦 で 本 に 対す る 相関 大 きく , 之 等 の 験 潮 場 で 
分 散 を くら べ で る と 深堀 , 水俣 で 大 き な 値 を と る . 一 般 分 散 は 東北 へ 行く ほど 小さ く な る が 。, 
次 内 で は し ば し ば 大 き な 値 に な る . 貼 本 (< 対す る 相関 は 布 良 ま で か な り 大 きい が , 東北 地 訪 に 
至れ ば 負 に な る . 

著者 は , 此 等 の 事柄 は 年 平均 潮位 の Huctuation は 主として 海流 の 流速 の 変化 や 海水 の 温度 
や 塩分 な どの 変化 に も と まく 海洋 学 的 原因 に よる と と を 示し て いる と 考 ん る 、 す な わ ち , 黒潮 
よび 対 島 海流 の 消長 に ょ つて 外 浦 か ら 吊 本 に 至る 聞 で 同様 な 潮位 変化 を 生じ , 細島 , 神戸 等 
で は 洛 水 の 影響 に よ ょ つて 清水 や 串本 な ど と の 並行 性 が 和 失わ れる 。 東北 地方 で は 親 潮 の 影響 が 
ある か ら 相 関 は 負 に な り , 親 湖 と 黒潮 と の 混合 が 行わ も ん る を めで あろ うか ., 東北 , 北海 道 地方 
の 験 潮 場 相 互 間 で は 相関 が な い . 

な あお, と の よう な 広範 囲 に ち た る 論 化 が 10 cm/year の 程度 と 送 す る と と を 示し て と う 。 四 
本 あ よ び 細 島 の 1900 一 89 年 の 韻 料 か ら (1) の 形 の 永年 変化 と を とり 去 つた も の に つい て 相関 
係数 を 求め る と 十 0.55 で あつ を. 両 所 の 潮位 の 平均 を も と の 潮位 か ら 引 去り それ ら を 比較 し 
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可動 磁石 に 依る 磁 人 記名 方 式 を 使っ た 地震 


Masnetie Recording Seismometer by Means of Moving Masnet. 
Yosibumi TowopA and Keiiti Akr 
Geophysical Institute, Faculty of Seience, Tokyo University. 


(CReceived Sept. 5 th, 1952) 


人 magnetic recording seismometer was constructed. In stead of the usual density type 
recording device With some or other sorts of mechano-magnetic transducer we adopted the 
area type one. The displacsment of the seismometer pendulum iS recorded on a magnetic 
tape With a 8mall magnet which iS attached to the seismometer arm and moves along the 
Surface of the tape in the direction perpendicular to its run. Fundamental experiments 
were carried out regarding the recording characteristics of this device and it was found 
that thiS method of recording can give us suffcient informations about earthquakes of not 


very Small intensitie8. 


S 緒 論 普通 の magnetic tape recording の 方 式 は , 機 投 的 振動 を 電流 の 強弱 に 交 を て 。 
之 を recording head に 通じ , それ を magnetic tape 上 に 磁化 の 強 静 と し て 記録 する の で ある . 
し か し , 記録 すべ き 機械 的 振動 を , 電流 に 変換 する と と な し て, 直ちに テー プ に 記録 する 事 が 
で きれ ば 極め て 便利 (< 違い な い . 我々 は , と の 種 の 方 式 を 地震 動 記録 に 応用 する た め の 基 礎 実 
験 を 行 つ た . その 結果 特別 の 注文 の な ぃ 限り , と の 方 式 に 依 つ て も , magnetic recording の み - 
が も つ 半 多 の 利点 を 有する 記録 が 簡単 に 得 ら れる と と が な わか つた . 

S 用 いた 方 法 トー キー の 録音 方 式 に 「 窒 度 型 」 と 「 面 積 型 」 と ある 如く , 磁気 録音 方 式 
に も 同様 に 二 つ の 型 が 考え を られる. 現在 広く 行わ て て いる 磁気 録音 方 式 は , 総 て 前 者 の 「 鶴 度 
型 」 と いつ て よい . 機械 的 振動 を , 電流 に 変換 する 事 な し <, 直接 magnetic tape に 記録 する 
場合 に も 密度 型 と 面積 型 と が 考え られる. 前 者 は recording head を 永久 磁石 の pole piece と 
し , 磁気 回 路 の 一 部 の 磁気 抵抗 を 機 彼 的 振動 C よ つて 変え る 方 式 で ある ・ 我 + が 実験 し た の は . 
後者 即ち 面積 型 記録 方 式 で ある . 簡単 に い を ば , その 面 に 沿 つ て NSKc 磁 化し た テー プ K 軽 : 
く ふ れ て いる 永久 磁石 で 作ら れ た recording head を 振動 さき せる と と に ょ より , その 振動 に 応じ 
を た 8 …R 方 向 の 磁化 が テー プ に 与え られ , それ が 記録 さき れる の で ある ・( 巴 1 図 ) テー プ に ぬり 
こめ られ た 磁性 物質 “赤色 マグ ネタ イト ” は , それ が 最後 に うけ る 充分 強力 な 磁力 線 の 方 向 に 
磁気 的 lc 固着 さん る は ず で ある . た と えば 「 図 3 ろ ] の よう に 鋭い 双 を も つて いる RNN 極 で テー ブ 
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を その 信行 方 向 に 直角 C と すると, テー プ が 一 様 と 進ん で 行く 
につれ, 磁石 に ふれ て い 部 分 は ,。 それ を は な れる と き ( 基 処 
ig 」 Areu ype magneio の 磁力 線 の 方 向 に 各 候 され る 磁石 ふれ な か つた 部分 は も 

recordimg。 中 he tape 18 と の 方 向 C 磁 化 き た まほ 0 で いろ る 箸 で ある 。 を ら す れ ば ぱ ば, 各 断 


beforehand magnetized 


R uniformly in N-S direction. 面 に いて は , 月 ux の テー プ に 洛 つ を 成 分 は 。 磁石 の 変位 に 比 
According to the vilbra- 


tion of recording jead 例 し , その 時 間 的 変化 は , 磁極 の 速度 に 比 例 す る 


made of permanent mna- 


gnet,。 magnetization jm S 実験 の 毅 置 及 結 果 の 概略 記録 用 磁石 (とれ を 磁気 ペン 
ScN direcsion iS given. 
- ある い は 簡単 に ペン と 呼ぶ ) と し て は 市 販 の 消去 磁石 を 用 い 
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Fig. 4 Amplitude characteristics. Fig.、5 Frequency characteriStics。 


を. その 形 、 大 き さ を 学 2 図 C 示 す 、 と の ペン を 振 巾 及 週 期 を 色 ょ ic 変え て 往復 運動 を と きせ, ・ 
単 弦 運動 を 記録 し , 之 を 再生 し て 陰極 線 オ ッ シ ョ を 通じ て 入 測 し , 振 巾 及 週 渋 数 特性 を し ら ペ 
た を. ( 志 8 図 ) その 結果 を 夫々 牙 4 図 及 5 図 C 示 す . 磁石 の 巾 , が 記録 上 に どの ょ うな 悪い 影 
堆 を 字 え る か に つい て は , 主 区 実験 装置 の 不備 の た め 確 め る 事 が で き な か つた 。 と いで 用 いら 
れ て いる 如き 所 詩 「 直 流 消 磁 」 < 依る 場合 に は 。 テー プ の 磁化 の 統計 的 括 動 お か な り 大 き な 
も back ground noise と な る の で , ある 程度 以下 の 振 巾 の も の は 識別 で き な い わけ で ある が 。 わ 


よ 


シン 
ビデ 


た 4 導 4 6 人 い ーー そろっ 


友 田 好 区 , 安 鞭 菩 一 C133) 15 


れ も れ の 場合 に は それ が 10 mm 以下 で は 議 別 因 難 の ょ うら に 思わ れ た 。 

S 地震 計 へ の 応用 地震動 を 記録 さき さる た め に 用 いる 場合 C は , 地震 計 の 先 に と の ペン を 
と りつ けれ ば 良い わけ で ある 、 し か し , と の ペン の 質量 時 のぶ 5g 程度 で ある た め , portable の 

地震 計 と し て は その 倍率 は 10 倍 位 が 精 そ で あろ う 5. 取付 け の 際 注 意 し な けれ ば な ら な いと と 
は , デー プ 面 と ペン と の 間 の 摩擦 の 問題 で も やる. 之 は , ペン が ご くわ ず か の 力 で テー プ た 触れ 
る よう KC 調整 し,。 ペン が 振動 する に つれ て テー プ 自 身 が 動 挿 する と と を さけ る た め に は ,。 之 を 
適当 な gnide に を そつ て すべ らち せる . 又 テ ー ブ の 表面 に 凹凸 が できない ょ うに する を の と は 。 有 之 
を 少し 引 つ ば つて guide に ビッ タリ さわ つて いる よう ら iC と する . と うい 2 状 能 C に あれ ば , 地震 計 
と し て の 実用 に は さしつかえ を な い 


Phot. 1 Magnetic SD Seismomneter by means of moving 33RD60: の 
CA): Magnetic tape (B): Eraser head. 


~ 379//e@/ /@/ の ア 
ーー に 
2 / の 52 
Fig. 6 Record obtained by the apparatus iS reproduced by oscillograph. 

手元 に ある 簡単 な 地震 計 ( に 取り つけ た も の を phot. 1 と 示す . テー プ [4] は ペン を 離れ て 
か ら 約 3/4 回 転 し を 後 消 夫 磁石 [B] て ょ り 一 方 向 に 磁化 され て 記録 は 消さ れる が , 地震 が 
ある と , thyratron を 利用 し を starter が 働い て 1 分 半 後 C ヒ ュー ズ が と び , テー ブ の あく り 
が と まる . 1952 Aug. 16 5h 頃 那 珂 川 上 流 で お と つた 地震 を 記録 し , 電磁 オツ ショ KC 依り 再 
年 し た も の を Tig. 6 < 示す . (但し 地震 計 は 週 期 0.3 秒 no damping で ある ) 再生 に 際 し て 
は テー ブ を 相当 に 速 か に 送る の で 記録 を 音 と し て 再現 する 事 が 出来 る 事 は いう まで も な V. 

S 結び 磁気 記録 の 最大 の 利点 は その 解析 が 非常 と 簡単 に な る と と に ある と いえ よう . 即 
ち , 一 朗 磁 気 テ ー プ に 記 鐘 され を 小形 は analogue compnter の in put と し て 最適 で あつ て , 
多数 の 地震 の スペ クト ルル 分 析 は いら に と 及ば ず , 実際 問題 と し て 不可 能 E と 思わ れ て いた よう な 面 
倒 な 解析 も 可能 (に な る の で ある . 
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本 実験 は 既 述 の 記 銚 方 式 の 可能 性 に 関す る 予備 実験 で あつ て , 種々 不備 な 点 が 多い が 更に 
立入 つた 性 能 に つい て は , 現在 製作 中 の 同様 な 方 式 に 依る Transcriber。 即ち 燥 書 , ペン 書 , 
ある い は 光学 的 記 銚 を 磁気 テー ア 上 に 褐 写 する 装置 の 試作 と 共 c 洒 交 明らか (に な る で あら ろう . 
と も か く , 磁気 ペン に 要請 され る 条件 は , その fux が 空間 的 に で きる だ け 狭 い 。 限 らち れ を 衝 
囲 で 適当 な 強度 と も つこ と で あり , 稚 測 が 要求 する 精度 の 性 質 に 応じ し た ペン が 出来 る よう に な 
和 れれ ば , こい に の で た 方 式 が 一 つの 簡便 な 方 式 を 提供 する と と に な る と 思わ れろ .。 

別に , 度 型 に つい て も 図 6 の 如く 所 詩 changing 


| Hux method < 依り , x の 10~7cm 程度 以上 の 変化 
Ne gap に あけ る fhux の 変化 と し て 直接 テー プ に 記 
MGCCOA002V8O2 銚 す る と と も 可能 で ある . と の 方 式 で は B- 古 牲 條 , 
[N leakage Hux 等 の 問題 が ある な これ に つい て は 後 の 機 
6 会 (C 謀 り たい. 


Fig.7 Changing Hux type mechano- 
・ 終り < 絶え 御 励 し 下さ つた 挟 井 先生 ic 深謝 し た 


い . 双 地震 動 磁気 記 多 について, 笑 に 精密 な 基礎 実験 を な され つい ぃ ある 浅田 敏 氏 か ら も 肝 
な 助言 を 得 た . 
本 研究 は 昭和 27 年 度 文部 省 科 学研 究 費 ( に 依り 行わ れん た も の で ある . 
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Gravity Measurements in Kansai Districts. 


KenzO SAS8A 
Geophysical Institute, Kyoto Unive rsitY。 
Kumnizti TrTDA 


Geological Survey of Japan. 


Gravity measurements were taken at about 100 stations_ in Kyoto。Osaka, 革 7Ogo, Nara 
and Wakayama Prefectures between two weeks from the end oi 19851 to the beginning of 
1952 with North American Gravirneter. 

The purpose of the present measurennents is as follows. 

1. To know the geophysical meaniner oi the local ground subsidence by means of repeated 
grav1ty mneasurments. 

2. To obtain the relations betwesn the chanees in eravity values with time and the 
Seismn1c activity. 

The results contributed to the ground subsidence under the consideration of Bouguer 
anomaly distributions in Osaka city. The maxirmum Yalue of changes in grav1ty Yalues 


Guring one year in Kansai districts has been found to be 0.5 milligals. 


昭和 26 年 12 月 末 か ら 27 年 1 月 上 旬 に か け て 10 日 余り , 京都 , 大 阪 を 中 心 と する 近畿 
地方 の 二 府 三 県 に 天 い て 重力 測定 を 行 つ た . と の 測定 は 次 に 述べ る 二 つ の 目的 で 行わ れ を だ の で 
ある . すなわち , 

1. 大 阪 市 の 地盤 沈下 に 関す る 研究 旭 料 と うる た め . 

2. 関西 地方 に あけ る 重力 の 再 測定 に ょ より, 地球 物理 学 的 な 研究 論 料 と うる た め 。 

その 結果 , 目的 1 の 地盤 沈下 に つい て は 。, 今後 の 地盤 沈下 に 対す る 重要 衣料 と し て , 大 阪 市 
内 の 重力 異常 分 布 状 態 を 知 り 得 た し , 一 方 目的 2 の 再 測定 地域 に お いて は , 1 年 前 と 比べ 0.5 
ミリ ガル 以上 の 変化 は 認め らち れ な いと と , お よび その 範囲 内 で 重力 の 時 間 的 変化 の 存在 する と 
と を 知 り 得 た . その 結果 を それ ぞ れ 乾 1 表 お よび 2 表 に し る し た -. 

と れ に 使用 レ し た 如 遷 は 前 回 と 同様 , 地質 調査 所 所 有 の フー スプ メリ カン 重力 計 で , その 精度 
は 0.01 mgal で ある 。 天体 起 潮 力 あ よび ドウ リフ ト の 他 は 補正 を 加 を て な い が , その 絶 財 値 
は 京都 大 学 地球 物理 学 教室 地下 宇 の 値 と を かり (C 979.7228 gal と し て あい た. 包 前 年 度 と の 値 
を 比較 ナ る 際 I に は 。 と の 値 が か り に 変 ち な いも の と し て 結果 を 取扱 つた . 


ーー ペー 計 ゝ y I 
18 C137) 京都 , 大 阪 附近 の 重力 測定 
ン 委 た 
6 
測 点 番号 2 北 逢 | 」 orp. 基準 の 
大 阪 市 労 働 会 侍 光 ら 間 C3 階 2 ペン 4 0 
ク 1 階 玄 関 4 Cm) 
1 B.M 427 85 8108 | 2172 7254 
基点 交 229 | 大 阪 市 長良 中 通 4 丁 目 D. 草 。 の 
768 Sir00 ト 5 7271 
北 9| 東淀川 区 柴島 町 神社 内 45' 65 9 0 
3 * ピ ウ 
陸 228.1 ヶ 取水 塔 北側 堤防 上 43777 | 97397 に っ 
5 前 44'15 | こう 3 が 68- ド 2 7284 
の ク 豊里 菅原 町 土肥 氏 門 前 エ .0 
aa 9 slr 45 | 3.5809 7272 
北 4 ヶ 登 時 8 番 町 定 専 坊 境内 本 堂前 44' 30 まれ ・10 
So 4re5 | "8572 の | 905 7250 
北 1 ダ 北大 道 , 天満 宮 境 内 コ と 
の 457 03 3247 | "* 7277 
2 2 小松 中 3 丁目 専念 寺 境 内 寺 :08 
- 5671 に 910651 こ 2 7285 
能 228 ヶ 下新庄 五 田 名 道 路 | ー:10 
5 RS 49740 20757. つい 2 7194 
ES ヶ 南方 都 正 福 寺 内 「 の 2 
| 2 30705 | 7163 
eS ヶ 西町 光 用 寺内 | 48'65 30'0 上 99 
ヶ 12 ク 三国 本 町 三国 小学 校 447 10 つの 500 2 ee 
1.9893 
y3we14 2 十 三 本 町 3 丁目 十 三 小学 校 に 20 ま 8 4 
の ク 今時 北 2 丁目 博愛 社 幼 稚 園 48719 | 28778 ee 7119 
| 2.8153 
57 45 287 82 9 7114 
"| 々 津屋 中 通 8 丁目 門下 寺内 RE 
2 証 拍 20 MES 日輪 497 77 | 27' 97 の 7108 
に 2.0730 
ク 22 ア 住吉 神社 内 427 45 1 277 88 t:38 7107 
陸 10696 ア 拓 島 困 尋 島 神 社内 42707 27「 83 た 7108 
3 aa IO27320 
北 | 西 深 用 区 大 和田 町 大 和田 小学 校 校 旋 人 に まい 4 
2 Z 大 野 町 住吉 神社 内 4f'62.| 26752.| の 当 7105 
『 梶 1.1149 
陸 10697 ヶ 大 和 町 1838 の 2 (柳田 4927 53 267 30 ら 7104 
志太 郎 所 有 地 内 ) 2 
dE 24 ク 2 個 町 市 設 個 浴 場 前 42「 7 27708 | て 50 7103 
う 
確 交 229.1 | 千 島 区 中 野 町 1 丁目 427 13 317 85 Me 7252 
で Lo932136 
東 3 き | 好 区 赤川 町 9 丁目 市 立 城 北 小 学校 門 内 48742 | 3Y97|「 了 og 7275 
夫 
東 2| ヶ Z 大 宮 町 8 丁目 八幡 宮入 43732| 32r87 43 7249 
人 ュー | 2.6628 
東  @| 拓 東 区 関目 町 大 阪 府警 察 学校 内 427 53 83" 17 19 7234 
だ っ に 4。4506* 
陸 10743 ク 放 軸 町 放 遇 大 橋 南 詰 41758 83' 02 FR 7191 
ヶ 10747 |  Z 新 喜多 町 4155| 3258 3 7288 
陸 交 232 | 都島 区 片町 駅 前 道路 上 (野田 町 ) 41' 45 81' 82 十 .18 7247 
SB. 
中 27| 東 区 本 町 2 丁目 補 久 点 40*82 ボ 。 9055 泊 8 7178 
を を 3.7840 
2 28 | 西区 江戸 堀 南 通 2 丁目 西 毅 場 小学 校内 に oUNERNRS 2084 
。 | 3.9265 
ク 18 北 区 代 根 岩上 2 丁目 赴 天 神 417 78 307 20 25 7158 


庄 々 憲三, 飯 還 涼 事 188) 19 
地 名 | 
大 演 区 時 本 通 9 丁目 市 立 中 津 小学 校門 | s4c4zr45 hs5ezyrrz | 2 0 ( 979.7181 
 / 18| 福島 区 海老 2 本 上 日 本 軸 朱 会 社 由 内 0 上 900 に 288 00 
- 革 4 16 | 2 主 川町 2 丁目 憶 美 須 社 内 AD42 8068 じ MS 7114 
馬 西 2 4 二 所 和信 導 よう 月間 二 吉 斉 40785 | 27782 Nd _7089 
。 西 10|  / 艇 時 町 40o4 専修 内 40767| 2erpg| 408 7100 
| 四 13| 愉 区 島尾 信友 新 拓 金属 EK 円 内 | 40708| 5wjs| 593 7072 
西 18 の 日 立 造船 寮 〈 元 模 島 小 39 77 っ 26722 0 7C59 
| 西 35 西区 九 通 条 3 丁目 九条 小 公園 内 407 35 28' 45 2 の 7062 
| 浴 湯 局 | 大 阪 市 浴 選 分 庁 合 北 較 穫 下 39r08| 26'55 7096 
頂 27| 港 区 市 岡 浜 通 2 丁目 市 岡 商業 高校 校庭 89760| 2808| 3 6 
| 円 38 大 正 区 泉尾 町 8 紫 泉 素 小学 机 庭 | 905| 28r6g| 7 7189 
IE 39 ヶ 舟町 中 山 製 鋼 所 病院 前 37' 53 28! 20 の 7140 
語 本 40| 。/ 急 浜 通 1 目 港 六 局 内 町 工場 竹内 | 8793| zzssl* 0 7117 
| 時 285.2 | 西区 本 道頓堀 通 6 丁目 17 39'797| sor0s 2 7188 
。 中 40 | 南 区 日 本 栓 北 詩 西 側 示 道 上 39798| gsOr55| で 600 
4 納 235 浪速 区 恵美 須 町 2 丁目 道路 上 89 12 307 52 2 7189 
南 1 | 隔 部 野 区 阪南 町 中 1 上 還 導 時 高校 門 同 | 3797| smosl 99 7164 
南 27 | 住吉 区 東 長居 町 長居 小学 校門 内 96r87 に 。 so の 7196 
[ii 議 記 5 東住吉 区 湯 里 町 南 百済 小学 校門 内 36「 68 32730 2082 9 
責 12 ク 策 全 町 育 和 小 学校 円 内 37r66 | sr45 | 06 7179 
| 気 銀 台 | 生野 区 腔 山 通 9 丁目 大 阪 管区 気象 吾 村内 | 39708| 32788| 一 .14 7183 
本 ーー ク 897 03 32638M 212 7184 
同 地 圭 計 室 ク 397 08 327 38 7186 
東 20 | 生野 区 大 友 町 2 丁目 小路 小学 校内 89748| agr52| で の 7178 
南 3 | 西成 区 中 開 町 4 丁目 中 開 小学 校 校庭 58 92 トー 2958 4 7194 
7 / 植 通 5 丁 日 6 番地 格 小 学校 校 旋 9083 且 29007 926 7162 
2 20 2 田端 通 1 丁目 開花 幼稚 半 跡 93756 2000920 97 4140 
2 24|  / 粉 浜町 中 之 町 3 粉 浜 小学 校 際 36788 | 29rpg | TO95 7187 
ク 22| 住吉 区 柴 町 44。 藤永 男 造 般 所 門 内 B.M 37720| 58710 2 7142 
Z 34| 住吉 区 南 加賀 尽 町 432 信吾 公団 北東 可 只 | 36'58| 2srg2| 2.9745 7173 
245 2 安立 町 5 耳 日 28 路上 36708 | 29752 8 7207 


NT 


高き は cm 以上 不 必要 な れ ど 26 年 度 地 理 調査 所 及び 大 阪 市 水道 局 の 報 笛 に より し る し た 。 


20 C139) 


さあ よび 926 年度 大 阪 市 の 報告 に 出 て いる 高き を と の まい 転載 し た も の で ある . 
な 測定 に 関し 種々 援助 を 与 を られ を 大 阪 府 土 木 局 , 大 阪 市 計画 部 に 感謝 の 意 を 表す る . | 
また 重力 計 の 取扱 い に は 主として 地質 調査 所 物理 探査 剖 の 早川 正己 , 小谷 良隆 , 京都 大 学 地 


球 物理 学 教室 の 一 戸 時 雄 の 諸氏 が 当ら れ た . 


と れ ら の 諸氏 ic 謝意 を 表す ナ る 区 才 で ある . 


2 表 
9 23| ト ) は 中 る 斉 
有 8 ーーーー プ ーーーーー へ a1). 
測 占 番号 | Sud 圭 ( い 果 We 桂 | の 
測 点 番 地 名 舌 「 * 「 高 度 | g(CgaD| 今 回 一 前 較 
の 上 ご | 7229 の 
基点 0 京都 大 学 地球 物理 学 教室 地下 室 35901739 |185946798 979.C7228) 
に 04 7585 
KK 一 @ | 京都 市 出町 水 陰 点 O1'62 | 46'87 PE 228)| ー ユ 
| 28.75 2 
で うい 2 本 岡 寺西 門 永 準 点 49740 45718 2 CZz82) 0 
1 pm | 
| | e2.94 | 2179 
ェ ー1 | 山科 水準 点 84959728 | 49737 | 2 yy | イサ 2 
| | | d 7 
ITー4 | 瀬田 稀 ヶ 58r19 | 。 5450 | 8 0 ば 
es | | 5 *] 7002 | の 
ク ん --5 草津 町 |」 85900781 | 57775 | C6998)? 十 人 5 
クー6 | 野 注 未 準 上 | 08764 186o0ra1 | 99.89 CO12) 二 2 
クー タ | 篠原  ? 0460 | osren 人 0 に 
| | は 00360 電 9 
クー8 | 遂 佐 - み 06'7 | 40794 | OOON2087 還 義 
「 aic C7040) 
クー9 | 日 入 石本 1702:| 8 は 5199: 0 4 7 
クー10 | 高宮 382 00 RE 9 
クー]1 | 湖 根 城内 | 16'44 | 15r57 | Cd) Si 
| | 
W--8 | 大 阪 市 大 阪 府 職員 会 館 前 349HIOO 18598128 | (209) | エ 1 
+ ひ .2 1 
W 一 2 犬 阪 市 天保 山 三角 点 389780 | 26710 ー.10CO) 
| | 8.52 Su 
UL 環 市 続 和 之 町 水準 点 | 88⑳5 29706 Redl3 7210) き p 席 
C 寺 :20) 
Set | 8 7179 
Yーー エ 高石 役場 前 S1751 26714 7177) 十 2 
本 ks 0 7188 
Viss ク 大 和 田 水準 点 27786 22724 ー・14 CZ187 う 十 1 
(一 20) 
Yー3 | 佐野 市 坦 240 VH9503 計 6 OO 
CK Ni 販 革 2 6985 
Yー4 | 和歌 山 市 中 の 島 小 学校 | 1422 | 1128| c698 わ | 1 
I 1 


* 1] 特に この 点 だ け 差 が 大 きい が 今 の 所 原因 不明 で ある . 


*2 昨年 度 の 値 を 前 の 報告 で 979.7081 ょ し た の は 979.7040 


の 誤り に つき 訂正 する . 
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西宮 市 
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_| 吹田 市 垂水 準 点 


高槻 
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相原 市 村石 大 前 

王寺 水準 点 

法隆寺 門前 

革 山 水準 点 

奈良 市 春日 神前 水準 上 


ヶ 学芸 大 学 議 堂 玄関 前 


_ 非 軸 芋 水橋 東 袖 


大 久保 十字 路 
京都 市 桃山 水準 上 
2 上 条 本 町 8 丁目 水 准 点 
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43784 
42786 


3674 
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京都 . 大 阪 際 近 の 重力 測定 結果 の 解 竹 


地質 調査 所 物理 探 鐵 部 早川 正巳 小谷 明 職 
京都 大 光 地 球 物理 交 数 室 一 万 時 雑 
Tnterpretation of Gravity measurennents in Kan8ai dstrcts 

Masami AYAkAWA and Yoshitaka KoTARNr 
Greological survey Of JaDan. 
Tokio TGCHTINOHE y 


Geophysical Tnstitute, KKyoto UnivereitY. 


As results oF arranging the gravity values inserted before by Sassa and Tida,a few facts 
were ascertained. 

1 Bouguer anomalies in Osaka Oity are shown in Tab. I. and Fig. 1 Cunit 1 mgaD. 

2 Ohangas in gravity in Kansai dietricts between Dec. 1950 and Jan.1952 Cunit 0.1 


megal1) are Shown in Fig. 2. 


本 誌 の 前 掲 論 女 佐 々 , 飯田 博士 等 の 重力 測定 結果 を 使用 し て 筆者 等 は 二 , 三 の 解析 を 試み た - 
解析 に 当 つ て 種々 必要 に な つて くる の で , 1. は じ め Kc 前 掲 論文 に も 既に し る され て いる が 。 
と の 重力 測定 の 目的 を 多少 詳し くし る し , 茨 に , 2. 測定 に 関し て , 気 の つ い 到 点 を 述べ る . 
と し て . 最後 に , 3. 測定 結果 の 整理 と , 4. 結果 に つい て の 解 息 を し て みよ ょ うら. 

1. まず 二 つ の 目的 の それ ぞ れ に つい て 以下 に し る す . 

a) 地 沈 下 (C 関 する 問題 


大 阪 市 の 海岸 地方 埋立 地 の 地 盤 は ずつ と 古く か ら 沈 下 し つい あり , こと れ に 関す る 特別 の 対策 』 
委員 会 が 設け られ て いる の で ある が , 工場 の 発 選 し て 来 た 昭和 10 年 項 か ら は 地 毅 沈下 が 直 


接 , 産業 , 市 民生 活 に 影響 と 与え を る と と か らち 問 題 と され 取上げ られ る よう iC な り 毎 年 地理 調査 
所 及び 大 阪 市 に より 水準 測量 が 繰 返 さ れ , 滞 交 その 実体 が 明か に な つて 来 た . と の 地 沈 下 に 
つい て の 対策 と し て は 既に 海 状 , 河川 の 流域 か な り の 範囲 に 防潮 坦 な ど が 建設 され つい ある 現 
状 で ある . 上 述 の 如く 水準 測量 は 年 々 実施 され 沈下 の 量 は 明らか に な つて きた が と の 原因 に つ 
いて は , まだ 人 確定 的 な 解決 は 見 出さ れ て いな い 、 即ち 一 説 に は 工場 及び 大 建築 地帯 に あけ る 土 


震 中 か ら の 多 基 の 探 水 の 為 の 土壌 の 収縮 に よる と も ゃ も いわれ, 又 , 一 説 に は 探 水 の 為 の 地下 圧力 目 


の 減少 に よる と も 解釈 きれ て いる . この 他 に も 種々 の 説明 方 法 は ある よう で ある が まだ 定説 が 


*+ 佐々 憲三 ・ 飯 田 流 事 : 京都 附近 の 重力 て 地 雲 オ 2 韓 オ 4 欠 基 2 号 昭和 26 年 ) 
一 戸 時 雄 : 京都 附近 の ブー ゲー 異常 C 同 上 ) 


ー ア - 


早川 正巳, 小谷 良隆 。 一 戸 時 雄 Q42) 28 


| は 水準 測量 の み で は な か な か 解決 が 困難 で ある . こい (< 有力 な 武器 と し て 考え られ を た の が 重力 
| の 測定 で ある . 
即ち , 重力 測定 に よ ょ つて 得 ら れる も の は 地下 の 密度 分 布 の 変化 と 地盤 の 高 さ 変 化 の 加わ つた . 
も の で ある か ら 水 準 測量 と 併用 し て 寺 回 も 測定 を く り 返 す 時 は 地下 の 密度 分 布 の 交 化 だ け を 取 
出し て し ら べ うる 可能 性 が ある わけ で ある 勿論 こと に 得 ら れる 重力 の 将 化 の 中 に は 単なる 地 
| 損 沈 下 以外 の 重力 の 時 間 的 な 変化 も は 入り うる と と を 考え て お か な けれ ば な ら な い が ) と と で 
| 問題 と な る の は 使用 する 重力 計 の 精度 と 地 毅 芝 下 の 年 間 の 量 と の 関係 で ある. 即ち 地 沈 下 の 
量 が 僅か で 重力 の 測定 に か か ら な いよ うら で は 問題 に な ら な い . と とろ が 好都合 i も 地 北 沈下 の 
量 は 年 間 平 均 10 編 の 程度 で あ り 一 方 現在 地質 調査 所 所 有 の ノー ス ・ プ メリ カン 重力 計 の 精度 
| は 0.01 ミリ ガル で 高 さ だ け の 原因 と し て 約 3 の 変動 が あれ ば 測定 可能 な 範囲 に な は 入る と と 
。 に な る . 
以上 の ょ うな 見 地 か ら 上 述 の フー ス ア メリ カン 重力 計 に より 大 阪 市 内 60 余 入 所 償い て 重 
| 力 の 測定 が 行わ わた を の で ある . 
b) 重力 再 測定 に 関す る 問題 
近畿 地方 に お いて は 既に 以 前 < 重力 振子 や に ょ り 十 数 箇所 の 重力 測定 が 行わ あれ て ぃ いる. 然 
。 し , 重力 の 経年 交 化 , 地震 に 伴い 起 る と 予想 きれ る 重力 変化 等 と し ち べ る 旋 に は その 精度 が 不 
充分 で ある の みな ら ず , 測 点 の 数 も すく な すぎ る の で 昭和 25 年 12 月 ic 京都 を 中 心 と し て 
| 大 阪 。 兵庫 奈良 。 和歌 山 各 府県 下 約 80 点 人 区 お いて 今回 と 同様 ノー ス ・ ア メリ カン 重力 計 を 
用 いて 重力 測定 が 実施 され た . 
さて その 後 一 年 の 間 に と れ 等 各地 で の 重力 の 値 は 変化 し た で あろ うか . また 仮 変 化し た と 
すれ ば その 変化 は どの 程度 に 達 する か . と の と と を 知る の は 上 に 述べ た よう な 意味 に お いて 非 
常 I と 重要 で ある . 
と の よう な 目的 の 下 に 今回 , 上 記 各 府県 下 I に いて 重力 の 再 測定 が 行わ れ た 
2. 測定 に 使用 され た 回 酸 は フー スプ メリ カン 型 AG-1, 108 重力 計 で , と の 重力 計 の 機 
。 構 , 性 能 等 の 詳細 は 既に 地質 調査 所 報告 lc 記 され て いる 通り で ある が , 感度 は 非常 にょ よく 
0.01 ミリ ガル の 精度 も 持つ て あり , 且つ , ドゥ リフ ト も 割合 小さ く 静 正 状 態 の 観測 で は 現在 


上 年 … 人 が し それ に も 拘ら と の 原因 究明 は 地 枕 下 の 対 入 上 に 大 切な と と で ある 。 それ 
の 


中 穫 、 い に お もっ 


一 日 0.01 ミリ ガル の 程度 を 保つ て いる . 
今回 の 測定 に いて は 傘 体 の 基点 は 京都 大 学 地球 物理 学 教室 の 地下 室 に お か れ た . と れ は 前 


*2 理科 年 表 , 坪井 忠 二 著 “ 重力 ” (岩波 全書 ) 久 は 測地 学 委員 会 ら 印刷 物 に あり ・ 
*8 飯田 流 事 。 早川 正巳, 片 寄 邦 之 : 位 豆 大 鳥 三原 火山 に お ける 重力 測定 な ら び に その 時 間 的 変化 ( 地 
震 研究 所 報告 オ 152 愛 . 
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回 の 測定 結果 と 比較 する 際 の 便 を 考慮 し た た めで ある . な お , と の 他 に 大 阪 市 内 の 測定 の 際 に 
は , 便宜 上 , 別 の 基準 点 を 毛馬 測 点 ( 測 点 番号 交 229) 近 天 か 和 れ を ・ と れ は 毎年 実施 きれ る 地 


理 調査 所 の 水準 測量 結果 等 と 比較 する 除 (に 参考 に な る と 思わ れ を たから で あ る . 以上 の 他 , 各 


地域 毎 に 臨時 の 基点 を 設け た . 

MADm5 不 BOSS 
no の SE 提 の 
る . な お, と れ ら の 測 点 の 中 に は 東京 大 学 地震 研究 所 の ウォ ルド ン 重 力 計 に よる 全国 重力 測定 
点 と 重なる も の も ある , 

測定 IC 際 し て は 潮汐 力 及 び ド ゥ リフ ト を 考慮 に 入れ , 大 体 5.6 時 間 毎 に 基点 IC 戻 つて いる . 
そして, どら し て も 数 時 間 で 基点 に 戻れ な いと いら よ ょ うな 場合 に は 正 む を 得 ず 。 を の 前 日 , 丸 
は 翌日 の 結果 を 利用 し て 補正 が 加え を られ た . 

潮汐 補正 に つい て は 京都 大 学 の 基点 で 定時 観測 (24 時 間 の ) を 行い , その 結果 と 理論 的 な 潮 
汐 カ の 計算 か ら ミ リガ ル 当 り の 補正 整 の 量 を 計算 し , こと れ を 基準 と し て それ ぞ れ の 時 間 の 補正 
量 の 割り ふり を 行 つ た . 

ドゥ リフ ント の 補正 は 上 に も 述べ た よう に 数 時 間 毎 の 繰返し 測定 か ら 計算 し た の で ある . な 
吉 , 大 阪 市 内 の 場合 は 全般 的 な 傾向 を みる 為 ブ ー ゲ ー 補 正 を 行 つ を た が, 他 の 地域 の 再 測 の 場合 
て は た ゞ 潮汐 カ ,. ドゥ リフ ト の 補正 だ け を 行 つ た . 

3. 以上 の よう な 方 法 を 用 いて 測定 され を 結果 の 整理 に つい て 以下 に し る す . 

まず 。 大阪 市 内 の ブー ゲー 異常 エ つ いて の べ る 。 大 阪 市 で 今回 行わ れ た 重 ガ 測定 点 の 水準 の 
最高 , 最低 の 差 は た か だ か 15 米 の 程度 で ある . 従 つ て 今回 要求 され て いる 結果 か ら み て 地形 
補正 は 行わ ず , 高度 補正 と ブー ゲー 補正 の み を 加 を た . と の 関係 を 小 1 表 に し めし を. 

と の 結果 . 即ち , 大 阪 市 内 の ブー ゲー 異常 の 分 布 を 地図 iC 書 きい れ そ と れ を 学 1 図 と し を 。 

菊 に 重力 再 測定 の 結果 の 整理 に つい て の べ さる. と れ は 既に と 前掲 論文 基 2 表し る され て いる 
が , と の 表 の 高き の 項 に つい て 少し の べ る . 前 回 と 今回 と で 測定 点 と 回 枯 の 高 さ が 多少 変 つて 
いる も の が ある が , それ も 精 ベ 10 糧 以 内 の と と で あぁ り , 最後 の 行 jC と し る し た 今回 と 前 同 と の 
重力 の 差 を 0.1 ミリ ガル 迄 の 精度 で みる 際 ( に は 問題 に な ら な い . 

以上 の 結果 を 地図 上 ic 書き 入れ , と れ を 江 2 図 と し を. 

人 を 以上 の ょ うに し て 出し を 結果 て つい て 二 , 三 の 考察 を 試み た いと 思う . 

便宜 上 . 問題 を 今 迄 通 り 地盤 沈下 関係 と 再 測定 区 域 と の 二 つ ic 分 け て 考え る と と (CC する. 

8&) 地 毅 沈 下 (に 関す る 問題 

地 匂 沈 下 と いう 見 地 か ら す れ ば , は じ め に 目的 の と ころ で 述べ た の で も 明か な ょ うら 水準 測 


例え ば 毎年 実施 の 過 理 調査 所 発表 の 一 等 水準 測量 観測 成果 表 参 昭 


_ 早川 正巳, 小谷 良隆 , 一 戸 時 雄 144 ) 25 


芝 1 表 ( 北 1 図 に は mgal 単位 で し る し た ) 


測 点 番 号 地 名 陸 CPSIDWM が 2 に 人 机 人 
宙 正 (gal) (0.1mga1D) 
交 229 | 大 演 区 長良 中 通 4 丁 日 B.M. 79.7254 | 0.0009 |979.7268 ly9.72u4 49 
北 6@| 東淀川 区 柴島 町 神社 内 7271 12 7283 7225 58 
。 中 228.1 あか 00 7265 28 7288 7227 本 61 
2 / 里 菅原 町 土 虹 門前 642 220 | 7582 +59 
北 3 と 6 まさ に 289 が 3 722 | 8 7280 724 T46 
軸 さ な 上 北大 道 町 天満 宮 境 内 7250 14 7264 7242 十 22 
北 2 WAN 7277 19 | 。 7290 | 2245 5 
村 228 ク 下新庄 五 田 名 道 路 7285 8 7298 7288 本 55 
北 8 2 市 方 町 福 寺内 7194 8 7202 7222 _20 
慈 > 9 タ 西町 光 用 寺内 7163 6 7169 7225 ー56 
ン 北 12 Z 三国 本 町 三国 小学 校 7144 6 7150 7282 ー82 
北 14 か 7133 4 717 7219 ー82 
北 16 と 2 ジン 月 里 受 7]19 5 | 7218 ー94 
北 17 22 7114 | 7 7121 72250 | 語 計 0 
北 20| 西淀川 区 野里 町 田中 科学 実験 所 7108 4 7112 7213 ーJ0 ぼ 
22 ヶ 住吉 神社 内 7107 5 7112 7208 - 一 96 
能 10696 / 姫島 町 姫島 神社 内 7108 3 7111 7203 ー92 
北 25 7 2 | 7109 | 2?204 ー95 
北 26 大 野 町 住吉 神社 内 7105 4 7109 7197 ー88 
陸 10697 上 大 Ti1899 の 2 7104 2 7106 7209 ー103 
北 24 Z 個 町 市 設 仙 浴 場 前 7103 9 7112 7213 ー101 
陵 交 229.1 | 都島 区 中 時 町 + 丁 目 7252 16 | 7?268 7204 +64 
束 3 記 大 a 8 0 7275 7 7282 7222 +60 
の 品 7249 8 7257 7220 7 
東 6| 城東 区 関 有 町 大 阪 府 特 察 学校 内 7234 6 | pa 7209 十 31 
陸 10746 / 放出 町 放出 大 栓 南 語 7191 9 7200 7195 35 
陸 10747|  ” 新 喜多 町 | 7288 9 | 747 7196 5 
中 27| 果 区 本 町 2 丁目 交 多 点 7178 14 7192 7185 2 
中 27 二 0 人 ま の 714 8 7142 7190 ー48 
中 18| 北 区 箇 根 許 上 うろ 丁目 赴 天 神 7153 10 | 7163 7199 ー36 
中 8 0 通う 丁目 市 立 中 津 7191 | - 5 7136 7208 42 
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高 を 送 碑 還 カ クル 
測 点 番号 地 名 g Cga1) | ブー ゲー | 補正 結果 」 異常 
に 補正 CgaD) | CgaD (0.1mgalib 
ュ け 計 | 
市 13 信 論 区 海老 本日 机 楽 会 7116 4 1224 7198 ー78 
イン 川 ツ イ 昌美 7114 5 7119 | 7190 ー71 
3 上 内 表 大 半 1 7089 6 7694 「 7186 ー92 
生粋 院 
語 | 10 ヶ 秀 野 町 4014 専修 寺 境 内 7100 3 7108 | 7188 ー80 
西 19 / 詞 屋 町 住友 赤 新 扶 径 金 必 7072 2 7074 | 7175 ー101 
会 社 門 内 
西 18|  Z 柚 島 北町 日 立 迄 船 究 7059 5 7064 | 7171 ー107 
西 5 | 西区 九条 通 3 丁目 丸 条 小 公 闘 内 7062 4 | 、2066 | 779 ー113 
西 の 2 2 丁目 市 岡 商業 高 | zoo 3 7103 | 7168 ご 6& 
| 大 正 区 責 泉 必 町 3 丁目 泉尾 東 小 凡 アン | 
西 38 本 7182 3 7185 | 26 
西 38 ク 第 町 中 山 製 鋼 所 病院 前 7140 6 7146 | 7139 裕 
西 40| ′ 堆 汽 通 + 丁 目 傘 湾 局内 町 7117 6 7128 | 人 5 ー22 
工場 内 - 
時 285.2 | 西区 西 道頓堀 通 6 丁目 17 番地 7138 6 7189 7173 ー34 
中 。 40 | 南 区 日 本 栓 北詰 西側 歩道 上 7189 13 7202 | 7174 十 28. 
際 285| 浪速 区 恵美 須 本 2 丁目 道路 上 7187 10 7197 | Zen 86 
本 ば 1 / 田 ! 
キー た 36 ?200 | 7145 55 
南 27| 住吉 区 東 長居 町 長居 小学 校門 内 7196 29 7225 | 7128 十 102 
再 Aa 7191 17 7208 | 7127 81 
南 12| 2 杭 全 町 育 和 小学 校門 内 | 7179 19 | 92 | 44 48 
時 所 dB 9 7187 | 7166 +21 
| と ! \ と ! 
南 3 ”。 本 丁目 忠 開 小学 校 7154 7 761 | 7148 本 13 
南 。-?| 1 9 が 聞き P7146 28 
s 4 
弄 20 に + 丁 旦 明 花 幼 稚 7170 10 7180 | 40 340 
1 衣 SKS2HSNe 7187 9 7196 7180 66 
= っ 
南 gz| 住吉 AN る 泰 四半 生 門 7142 7 7149 | 7185 十 14 
き 1: の 靖 和 80 公園 北 ワ る | e 
凍 ぶ 94 | 東 河畔 7178 7 7180 7126 十 54 
陸 2 ヶ 安立 町 5 丁目 路上 7207 9 ?216 | 7119 十 97 


量 と 共 IC 繰 返し 測定 する こと が 必要 で あつ て , 一 同 だ け で は 意味 が な い . 今回 の 測定 は その 意 
味 で は 一 同 の 測定 に 当る わけ で 今後 回 も 測定 の な され る こと が 堂 ま ほしい. と の 意味 に あい 
て 今回 の 測定 は 大 切な の で ある . 

と ころ で 一 方 に も いて, この よう な 意味 の 他 ic 折角 , 重力 測定 を 笑 施し た の で ある か ら , と 
の 一 同 の 測定 の み で 解釈 出来 る こと を し ら べ て お く の $ る 意味 の ある こと と 思わ れる 。 を らい うら 
県 か ら ブ ー ゲ ー 暴 常 の 計算 を 行 つた の で ある . 以下 に そう らい 2 見 方 か ら 今 回 の 結果 だ け で 考え 


I、 


早川 下 選 。 夏 谷 際 , 一 戸 時 ' 46) 27 


レグ 7// 


らち れる 事柄 に つい て 説明 を 試み よう ら . 

まず 。 大阪 市 内 の 重 異常 分 布 較 (1 図 ) を か る と 生体 と し て 市 の 東都 特に 東北 部 で 暴 
常 が 大 きく , 相 に 向う ic 従 いら 順次, 異常 お 小さく な つて くる 様子 が みえ を る. この こと は 近畿 地 
太 本 体 と し て の 傾向 (前述 *1 文 は 9) の みか ら は 推定 出来 な か つた と と ろ で ある . 


さて と の よう な 重力 異常 の 本 質 を し ちら べ る 為 C 既 'C 知 られ て いる 事柄 と 比較 し て みる と と が 


有意 義 と 思わ れる の で それ を し ら で ご て みよ ょ よう. 
最も 普通 に 考 を られ る 既知 事項 と し て は 地盤 沈下 の 現象 と 地質 の 分 布 状 


態 と とりあげる と と 


セー 
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が 出来 よう . 

まず , 地盤 沈下 に つい て 考え て み 
る . 試み に 昭和 10 年 か ら 19 年 汐 
の 大 阪 市 内 に お ける 合計 沈下 量 字 を 


0 1 芝 3 図示 ナ - 
0 この 図 と 重力 異常 の 分 布 図 と を 比 
sc へ 用 べ て みる と 沈下 是 と 重力 異常 この間 
挟 語 て CZ (に か な り の 関係 お あ り そ う みえ 
了 あ 2 ルール 32 る . 即ち 一 般 的 に いつ て 沈下 量 の ナ 
2 yo 3= く ない ととろ は 重力 異常 の 小さ いと 
た さり 人 とろ と 一 致し て いる . 等 値 曲線 の 形 
0 RS まで よく 似 て いる . その 後 の 地 毅 沈 
6 ま 二 21 の 「 下 の 傾向 と みて も 牙 $ 図 と 大 体 似 た 
時 な 傾向 を も つて いる よう で ある か ら 地 
和歌 及 寺 3 の wm 蟹 洗 下 量 の 地理 的 な 分 布 と し て 葉 3 
3 図 を と りあ げた と と は 大 し て 一 般 任 


を 失 つ て いな い ょ うら で ある . 
以上 は 定性 的 な と と で ある が , 定量 的 た は 
| 果 し て どの 程度 の 関係 が ある も の で あろ う 
か . 

と れ を し ら べ る の 都合 の いい と と i と は . 
大 阪 市 に お いて は 既 ic 数 多く の ボ ポーリング: な 
( 行わ れ , 所 詩 地 盤 沈 下 ic 直 接 関係 の あろ うと 
ーー いわ れ て いる 沖積 層 と その 下 の 大 阪 基 幽 層 
人 | ( 有 期 洪 積層 ) と の 界 の 深き お か な り は つき 
り と 分 つて いる 6. 例え ば 芽 4 図 大 阪 市 の 


と の 図 は “大阪 の 地 毅 沈 下 に 関す る 研究 ” 
昭和 2 は 年 大 阪 湾 港湾 技術 調査 会 発行 よ リ 
供用 し た も の で ぁ る 、 


る 
合計 沈下 間 図 
凶 和 )O-9 午 
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: 特 6 ーー 7 推定 断面 を 示 N ョ 

光 た を 絶 EAN 定 断 面 を 示し た が , と れ ら の 詩 

こ 査 か ら み る と 所 讃 , 沖積 属 の 厚 さ は 

MO 場所 に よ ょ つて 異 る が 沖積 悦 の 洛 い 所 
+20 ] と 厚い と ころ の 差 は 大 体 50 米 位 の 

ょ っ 攻 2 222 クララ ク グン: も の で ある ・ 今 仮に 沖積 層 と 洪 積 層 
0 計 se 1 ご 

NO OF ve の 比重 の 差 が 0.5 位 あ つた と し て , 


末寺 kr ログ 奈 ーー る ア 球 沖積 層 の 厚 さ の 変化 に よる 重力 の 異 
の 大 隊 ア ('9 穫 ) の 上 よめ ア ( 術 共 著 の ) 0 

の 0 に CS 可 r 。 常 量 を 出し て みる と , 僅か に 1 ミリ 

SA ガル の 程度 に すぎ な いと と に な る . 

と の と と か ら 考 を て みる と 形 の 上 

で は 非常 に 関係 が あり そら に みえ を た 

が , 量 的 に は 所 調 地 毅 沈 下 を お と す 

[| ] 積 ア "で あろ うと いわ れ て いた 沖積 層 の 厚 

gp さ の 変化 だ け で は 到底 と れ だ け の 大 

本 と 守 力 思 常 の 値 を 説明 ナ る こと 

ecc 大 了 ア 下 語 だ 出来 な いと いう と と に な つた . 勿 

RNNSN 馬 融 論 全 然 関係 が な いと 否定 する あけ で 

財 交 当 ア は な い . 凡 ら くそ を の 影響 の ある と と 

L 葵 | ボー ング は 充分 聞 た られ と を れ は 神 ろ 今後 の 度 

重なる 重力 測定 に よ つ て 色々 と 明 ら 

か に され る で あろ うら が, 今 と と で 問 

題 と な る の は 果して と れ だ け の 重 ガ 


ぃ 
の 11 
較 


異常 を 起す も の は 何で あら うか と いう と と で ある ・ 

こと に あい て 。 地層 の 分 布 状態 を 考え る と と に する . 大 阪 附 近 の 地質 に つい て は か な り 古 く 
か ら 研究 され て いろ が 現在 で も な お 色々 と 問題 だ あり 大 阪 層 妖 の 研究 グル ー プ が 組 科 き 和 れ 全 究 
ぶ 行 われ て いる . と の 研究 グル ー プ に より し ら べ られ た 地質 図 を 5 凶 に ポチ ・ 

と の 地質 図 と 重力 異常 分 布 と を 見 比べ て みれ ば と れ ゃ 赤 非 常に 似 か よ つ た 関係 の あり そう な 
に と が 分 る 、 し か も 今度 は 定量 的 I に も 大 体 解釈 が つく よう 思わ れる 即ち, 大阪 層 笑え オ て 
と の 上 の 地層 と の 界 の 深き は 勿論 。 場所 I て と よ つ て と と な り , タ , 大 阪 層 群 の 厚 さ 自体 も 可 成 2 
場所 に ょ つて 異な る が 平均 400 洲 と 考え れ ば 。 上 町 合 地 附近 と 市 の 西方 貸 浴 方 面 と は 大 奴 層 
許 の 地表 画 か ら の 深 させ は を ご 500 米 位 の 差 を も つと と に な り , 仮に 大 阪 層 群 と その 上 の 地層 と 


衣 田 和夫 。 池辺 展 生 他 大阪 訂 群 と それ に 関連 する 尊 生 代 居 井 , 地球 科学 9 光 で 


30 (149) 京都 大 阪 了 近 の 重力 測定 結果 の 解釈 


の 比重 の 差 を 0.5 位 と すれ ば 地域 に よる 10 ミリ ガル 以上 の 重力 異常 差 は 充分 解決 出来 る と と 
(に な る . 

な お , 市 の 東北 部 の 重力 異常 の 特に 大 きい 処 は 千里 山の下 者 大 阪 層 群 と の 延長 と 考え を られ る 
レ , な あか つ 重 力 異常 の 差 が 大 阪 城西 閣 を 南北 に 連ね る 線 で 大 きく な つて いる の は 構造 地質 的 
(解釈 され る 場合 ic 特に 重要 な 意味 と を も つも の と 思わ れる . 

以上 地盤 沈下 の 様相 を の 他 を 含め て 次 の よう な 結論 も 出 て くる . 即ち , 大 阪 市 の 地下 に あい 
て は 地表 面 近く も また 数 百 米 の 深き に あい て も 地層 の 人 堆積 の 傾向 は 同じ で ,。 何れ も 東 よ り 西 す 
る 従い 深く な る と 考え られ る . 

更に 重力 異常 分 布 図 を よく みれ ば 市 の 中 央 部 より 季 か 南側 と 重力 異常 値 の 小さ 部 分 ( 和 帯 ) 


- が 東西 に 走 つ て いる . と の と と も 考え よう に よれ ば 大 事 な と と か も 知れ な い . 即ち 構造 地質 的 


に も 以前 か ら 問 題 の あつ た と と ろ の ょ う で 更 検 討 する 必要 が ある か も 知れ な い . 

何れ 重力 の 再 測定 も 行わ れる で あろ うか らち 種々 の 問題 が 出 て くる と と と 期待 され る ,. 

さて 以上 で 重力 異常 分 布 の 大 体 の 解釈 は 見 当 つ けら れ そ うら で ある が な , と と に 一 問題 お ある 。 
それ は と の ょ よう 詳 し く 測定 し た 大阪 市 内 の 重力 測定 値 と 関西 全般 的 と 測定 し を 重力 分 布 と 傾 
向 が 一 見 一 致し な いよ うに みえ る と と で ある . 既 ' て 記し た よう 測地 学 委員 会 で 音 つ くつ た 重 
異常 図 “2 参照 ) こし て も , 前 年 度 の 関西 重力 測定 図 “1 参照 ) に し て も , 全般 的 東北 
か ら 相 に 向け , 又 , 南 か ら 丁 北 区 向け 重力 異常 が 大 iC な つて いる . 

然し , と の と と は 必 ま し も 相互 に 矛盾 し た よう 解釈 する に は 当ら ちな いと 思わ れる が 。 現在 
Sie は で 和 れ 以 上 ぶれ な いと と に する . 

b) 重力 再 測定 に 関す る 問題 . 

世 2 図 印 ち , 25,26 年 の 間 の 一 年 間 の 重力 測定 値 の 変化 分 布 図 を みて まず 気 の つ く と と は , 
これら 重力 測定 値 の 差 自 体 が 地理 的 に 出 鯉 目 な 分 布 を し て いな いと いう と と で ある . いい か を 
れ ば 種々 の 誤差 的 な も の で は な く , 何 か 地球 物理 学 的 に 意味 の ある 数 字 で ある と いう と と で あ 
る . そし て , 最小 , 最大 の 差 約 0.5 ミ リガ ル の 範囲 内 に あい て の 変化 お 地理 的 iC ある よう で あ 
5 

時 ちご どく 概略 的 に みて 全体 的 な 傾向 と し て は 奈良 急 地 附近 及び その 以 南 が 重力 減少 の 傾向 
あり , 多 , 大 阪 っ 背 根 を 結ぶ 線 よ り 北西 方 向 が 重力 増大 の 傾向 お ある よう で ある 。 勿論 。 再 測 
定 の 区 城 が 狭い か ら , この 北西 方 向 と いつ て も どく 僅か の 地域 の こと し か 分 らち な い の で ある が 。 

1910 年 頃 の 重力 振子 i に よる 測定 と 前 同 ち 1950 年 12 月 の フー ス ア メリ カン 重力 計 に よる 
測定 と の 比較 が 僅か 数 点 で は ある が 筆者 等 の 1 人 一 戸 の 報告 ぐ 1 参照 ) Cc 出 て いる が 。 仮 
それ を その まい 正しい も ゃ の と する と 疹 根 で の 減り 方 は 割合 に お いて は 前 回 と 今回 の と の 減り 方 
と 革 近 一 致す る 位 で ある . それ に 比べ て , 奈良 和歌 山 の 方 で は 必 ま し も 量 的 に は 同じ 割合 に は 
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馬 つ て いな いい 。 


方 遂 期 の 地殻 変動 の 傾向 S は 紀伊 山脈 が 高く な り 海 害 に 向う < 従い 低く な る よう で ある 
が , と れ と て も 僅か な 量 で あり , 双 , 実際 測定 期 聞 中 の 水準 変化 が 分 ら な けれ ば 重力 に 及ぼ す 
突 移 は 何と も の えな いか 仮に と の 重力 の 将 化 0.2 ミリ ガル ) を 水準 変化 だ け で 受 持つ と 50 紀 
程度 と な る . 一 寸 と れ だ け の 量 は 考え に くい か ら と の よう な 点 か ら 考 えれ ば ある い は 本 当 の 意 
味 で の 重力 の 交 化 が あつ た の か も 知れ な い 、。 

また , と の 測定 の 半年 程度 に 吉 野地 震 の 起 つ て いる と と は 注目 I と 値する が , と と で は まだ 地 


戻 と 重力 と の 関係 に つい て は 詳し く ふ れず 今 後 の 研 究 C より 述べ る と と i に する . 


村 ナ る に 地質 的 な 面 と の 関係 に あい て も 種々 興味 の ある と と ろ で は あり , 上 六 の 地震 と の 関 


係 を 検討 する 上 か ら も 近い 機会 重力 の 再 測定 の 行わ も る と と が 芝 ま し い . 


また を , 一 方 に あい て 何時 も 重力 の 時 間 的 な 変化 の 起 る 度 に 問題 と な る こと で ある が 出来 る だ 
け 何 同 も 重力 測定 点 に お いて の 水準 測量 の 再 測定 の 行わ て ん る と と が 堂 ま しい. 

以上 , 今 同 の 重力 測定 結果 I こ つい て “ 地 毅 沈 下 に 関す る 問題 ” 及 び “ 電力 再 測定 ic 関す る 開 
題 ” の 両面 より , 測定 結果 に つい て 解 息 を 試み ある 程度 の 解釈 は つい て 来 を の で ある が , 何れ 
も 更に その 本 質 を 明らか (こし て ゆく 為 (に は 更に 今後 同 地点 に あい て 重力 , 及び 水準 の 再 測定 の 
な され る こと か が 必要 で ある . 

な お 地 近 沈 下 に つい て は 更に 大 阪 市 の 北西 方 に 将来, 測 点 の 増加 され る と と が 堂 ま し いし 。 
再 測定 の 問題 で は 紀伊 半島 の 東 東北 より 西 西南 に 走る 古 生 層 帯 を 南北 に また が る よう ic 測 点 の 
増加 され る と と が 堂 ま し い . 

と これら 解 邊 に つい て は 地質 調査 所 物 探 部 の 藤原 技官 C 天 うと と ろ が すく な く な い . と と に 記 
し て 謝意 を 表す る 菊 学 で ある . 

終り < 種々 御 指導 を 仰ぎ 且つ デー タ の 使用 を 快諾 され た 佐々 , 飯田 両 博 士 C 感 謝 を 捧げ る 茨 「 


、 オ で ある . 
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十勝 沖 地震 に 於 ける 建築 物 の 実害 に つい て 


東京 工業 大 学 建築 学 教室 小 林 麻 美 


1952 年 10 月 13 日 受理 ) 


Damage of Baildings in Southern Hokkaido by 世 arthquake of 
March 4. 1952 
本 jiroyoshi TKOBAYASTT 
Tokyo。Tnstitute of Technology 、 
CReceived Oct. 13 th, 1952) 


Anthor prospected to research the buildnigs at Hidaka and Tokachi, in Southern Hokkaido。 
which suffered from the Earthbquake of March 4. 1952. And study how buildnigs were 
distroied by it about the several、constructions: reinforced concrete construction。 Wooden 
construction, and rnasonry Construction. 


Oct. 11 th 1952. 


1952 年 8 月 4 日 の 十 騰 沖 地震 に 於 く て 全 潰 3000 戸 余 被害 総数 18000 余 戸 の 建築 物 被害 を 生 
じ た . 筆者 は 短期 間 で は あつ た が 現地 を 調査 する 機会 を 得 た . 以下 主として 建築 構造 の 立場 か 
ら 今回 の 震 審 に つい て 報告 する . 


半 区 

13.。 鉄筋 テン クリ ー ト 人 造 38. 組 積 造 

2. 未 造 S・1 迷 瓦 造 工場 , 倉庫 . 
2・1 概要 8・2 住宅 建築 

2s2 住宅 建築 8<・8 サイ ュ 

2・3 学校 建築 8S。 人 。 煙突 

2・4 官 術 基 の 他 の 建築 4. 結論 


2・5 木造 建築 の 謀 害 分 布 に つい て 
1 鉄筋 コン クリ ー ト 造 
鉄筋 コマ ンク リー ト 造 で 震 害 を 被 つ た も の は , 釧路 市 内 及 , 幕別 に 僅か あつ た . 元 来 今回 の 封 
害 の 区 域 は , 北海 道 南部 , 及 東南 部 の 備 地 で 人 ロ 稀 其 の 所 で 大 導 市 が 少く 。 又 工 場 も 殖 ど な く 
鉄 訪 コン クリ ー ト 造 の 建築 は 、 その 数 も 少な い . 双 鉄筋 コン クリ ー ト 造 建物 の 在 る 食 路 。 帯 
広 , 幕別 は , 寺 害 も ゃ 少な か つた 所 で 構造 上 大 な る 被害 を 受け た も の も 僅か で あつ た . 


岩 害 の 型 を 2 つ K 分 け る 事 が 出来 る . 
A 地震 動 よる 振動 的 な 被害 
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* 


、 拓 動 鬼 な 披 害 な 構造 上 大 な る 支 訂 を 来 し た も の は 殆ど な く 。 肖 遇 。 柱 中 開口 部 周 に 旬 
を 全 じ 著しい も の は 鉄 徐 が 露出 し た 程度 の も の で あぁ る . 

誰 錠 広 市 内 刑務 所 の 高架 水槽 が 全 壌 し た . これ は , 筆者 の 調査 に 行 つた 時 は 既 区 取り 二 付 け 
[ 欠 め て 居り 詳細 は 不明 で ある が , 果 近 に 在 つ た 他 の 9 基 の 水 植 が 殆ど 無 従 割 で ある 点 よ り 央 え 
| 会社 設計 多 は 施工 上 の 勇 点 を 有 ナ る か 或 は 。 材料 が 畑 悪 な も る の で ある と し か 考え られ な い 。 鉄 
2 妨 は 全部 抜け 出し て 居る 点 よ り 見 て ュ コンクリート が 強度 の な い 物 で ある 事 は 催 か と 思わ れる 。 
| P 地震 動 C ょ り 基 懇 か 著しく 変形 し 2 爽 的 ic 破 填 し た も の . 

割 路 浴 の 寺 頭 で 誕 震 が 傾き 走り 出し た 為 柱 脚 が 開い て 大 な る 破壊 を し た も の が ある . これ は 


舞 築 の 立場 より ,。 むし ろ 土 木立 場 か ら 護岸 の 問題 と し て 考 えて 載 き た い 事 で あろ. 
2 で 示 【 着 
2s1 概要 


。 此 の 地 坊 の 杯 造 建築 物 は 一 般 に 非常 に 粗末 で ある . 
査 ん 屋根 に は 積雪 及 纏 害 の 関係 より 瓦 , 菓 は 慕 か ず 配 表 (まさ ぶ き ) と 称し こけ ら 板 の 厚 目 の 
も の で 暮 く . 
B 豆 は 木造 が 多く , 真壁 造 の 様 jc 貫 を 用 い 両 面 又 は 片面 より 板 を 駿 に 用 いて 克 と する 。 
王 階 建 は 枕 し て 少な い . 但し マン サー ド 屋 根 が 多く 広い 屋根 裏 は 物置 に 用 いら れる 。 
基礎 構造 が 非常 に 簡単 で モコ ン タリー ト ブロ ッ ク を 並べ その 上 に 土 公 を の せる 程度 の も の が 


ひい 。 
耐震 的 考 亡 が 殆ど な く , 壁 の 斜 材 。 水平 斜 材 等 は 余り 用 いら れ な い . 
凍 上 に よ つ て 毎年 建物 と も ち 上 げた り 下 げた り し て 居り 構造 的 IC 甘 し く 疲 労 し て 居る 。 
窓 は 一 般 に は 非常 に 小さ い が 内 都 に は 開 仕 切 難 が あま り 用 いら 和 れ て 居 な い . 

官 衡 , 学校 等 公共 建築 も 赤 粗 悪 な も の 多く 此 の 場合 は 集 地 も 似 ず 開口 が 下 で ある 。 
以下 と の 様 な 建物 に つい て 用 途 列 に その 被害 の 要点 を 掲げ る と 次 の 如く で ある 。. 

2・2 住宅 建築 

専用 住宅 の 中 新しい も の に 比較 的 披 守 が 少な か つた . 特 K 清 腕 町 に 於 て 全く 無 後 害 と いわ れ 
る も の は , 比 の 述 住 宅 が 大 半 を 占め て 居る . と れ ら が 平面 計画 上 克 , 柱 が 比 六 的 多く 双 屋 根 
理 は 殆ど 利用 され て 居 な いで 脱 性 が 高く , 且 頭 の 軽い 建築 で は あつ た が , 特に 基礎 工法 に 於 て 
硬 上 に 対す る 注意 より 厚い 砂利 層 を 設け る (最大 1m 程度 ) 等 , 又 杭 打 い か だ 地形 等 , 未 和 
住宅 と し て は 考え られ め 程 備 重 な 設計 に より 上 の 審 を よく 防い で 居り 建物 が 疲労 ナ る 事 が 少 


か つた の は 見 逃 せ な い 。 
一 般 の 佳 宅 糞 家 店 舗 等 に つい て は と の 凍 上 の 問題 も 一 応 の 考慮 は され た 様 で ある が 老 礼 建物 


の 多い 点 で 凍 上 の 害 を 著しく 受け て 居り 大 き な 欠 点 と な つて 居 た と 思う . 屋根 裏 は 冬期 の 燃 


9 NG た けら 


中 
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料 。 食 柚 。 もみ, 
も の に 基礎 が 転ん で 建 物 < 披 害 を 全 


写真 


その 條 害 一 油 河 高等 学校 。 及 日 赤 病 院 (学校 建築 と 類似 の 平面 肥 構 造 な る 政 | に 合せ 誌 ナ ) の 如 


デー 


耳 勝 沖 地 城 


等 の 載荷 が 多く 屋根 が 


1 示 造 建物 の 基礎 


S 粗末 な 歴 


写真 2 小 住宅 の 例 


, 歌 小学 


の 建築 物 の 宜 害 に つい て 


軽い に か か わら ず 相 当 重 量 と な つて 居る . 基礎 の 可 い 


た も の も 目立つ 


写真 1 参照. 
所 が どく 程度 の 低い 住宅 の 中 IC 非 
常に 被害 の 少な いも の が ある . と れ 


は 礎 が 唯 単 (て 板 を 内 外 よ り 柱 に 打ち 


つけ を だ け の も の で , 建物 も 小さ く 
全体 が 一 つの 箱 の 如く 非常 に 剛性 の 
大 な る 建物 で 凛 上 の 害 は ど 受 け て 選 


ら ず 全体 ic Bodily に 運動 し て 居 守 


も の で 地震 時 に も 大 な る 被 審 は 愛好 
な か つた 。。 写 真 2 参照. 


だ と よぶ 大多 
2・3. 学校 建築 


本 地方 は 乗 落 が 分 散 し て 居る 落 め 


学校 は 規模 の 小 な る も の が 数 多く あ 
る . 特に 雨天 体操 場 を 持た ず 2 教室 
の 間仕切 を 取り 除 w て 大 きい 部 屋 c 
用 いる 例 も 多い . 双 開 拓 の 歴史 を 物 
主 る 様 に その 建築 も 増築 に 増築 を 重 
ね た も の が 多く 構造 的 iC 一 体 と な つ 
て 居 な い . 探 光 の 関係 上 窓 が 大 きく 
問 少 く 壁 も 一 般 住宅 と 同 程度 で 耐震 
的 な 考慮 は 全く 無い と いつ て も よ 

基礎 も 住宅 に 比 し 建物 規模 大 な 
る に も ゃ 不 拘 同 様 の 工法 に よ ょ つて 居 
る . 以上 の 如き 学校 が 住宅 に 比 し 犬 
な る 人 彼 害 を 受け た の も 無理 も な い 話 
で 増 策 部 接 手 が 非常 に も ろく 細長 い 
学校 建築 に 於 ける 弓なり の 歪 と 対す 
る 笛 断 力 に 耐え られ ず 接 手 で 建物 を 
切断 され た 例 は 多い 

写真 3 は 三石 町 歌 笛 小 学校 の 璧 と 


H 
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d 
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- 
で 1 
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* 


am 


ar 
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写真 4 消 河 高校 ら 新 集 部 


写真 5 浦河 高校 の 防火 壁 

1 誠 害 の 少な い 例 を 掲げ れ ば 基礎 構造 の 非常 に 良 か つ た 浦 唱 小学 校 の 例 が 小 1 に あげ らち れる, 
昌和 欠 工 費 の 452 を 基礎 に 投じ た 程 で 平家 建 と は いえ を 浦 由 市 街 内 で 殆ど 無 披 害 で 残 つ を 数 少な い 

の 


旨 23 官 和 基 の 他 の 建築 

役場 。 租 合 事 務 所 , 一 般 事 務 所 建築 等 は 広い 部屋 と 大 な る 開 晶 を 有 し て 居り その 構造 も 学 入 

記 等 に 比 し や や 良い 程度 で 大 差 な い . 

志 2s4 未 造 建築 の 雲 害 分 布 に つい て . 

( 此 の 地方 の 系 落 は 火山 灰 台 地 に 深く 入り 込ん だ 谷地 と 呼ば れる 泥 有 層 の 谷 の 上 分散 し て 居 
本 の 。 街 は 概して 山 よ り の 部 分 に 在 る が 農村 は 平坦 地 に に ばらばら に 散在 し て 居る . 震 害 は , と の 

衣 men) の 箱 に は その 第 害 な 者 し く 少な か つた 。 と の 記憶 地 須 等 で 大 きく 
上 げ ら れ た 沖積 地 K 彼 害 が 集中 ナ る と いら 事 を 理 書 き し て 居る 。 

| 蘭 ct と 被害 が 少く , 浦 剛 附 近 に 被害 の 集中 し た 事 も 全く 同様 の 

) 理由 と 思わ れる . 

。 3 粗 積 知 

| 北 和 道 は 地 起 の 少な 地方 で や る と いう 一 般 的 概念 が 組 積 造 を 補強 せ ね ば な ら ぬ と いう 建築 

構造 人 の 通説 を 全く 無 丁 し て 此 の 地方 の 組 科 千 を 無 竹 癌 + し て し また. 夫 の 結果 地 堪 に よる 
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36 て 155) 隔 腔 沖 地震 の 下 築 物 の 被害 に つい て 


被害 は 著しく 被害 錠 囲 も 広い 。 組 積 造 は 主として 工場 倉庫 , 住宅 サイ, 煙突 に 用 ぴち れれ 
て 居る 

3・1 迷 瓦 洛 工 場 及 倉 庫 

A 相当 Cc 軒 高 の 高い も ゃ の で も 玖 梁 無し で 積み 上 げた も の が 多い . 

B 窓 (CC まぐ さ を 設 けず 迫 持 ちの も の が 多 v 

C 補 絢 を 全く 考え 示 , 特に 国鉄 久 路 工 機 部 工場 の 如き クレ ー ン の 際 い た 大 規模 な も の で ある 
に も か か わら 全く 拉 痢 され て 居 な か つた 。 と の 様 な 居 造 の も ゃ の は ゲー プル 差 部 。 開口 郡 まわ 
り ょ より 発生 し た 亀 贅 は 大 で と な り 誠 壁 の 大 部 分 が 崩壊 し た 例 (写真 6 参照 ) も ある , 倉庫 で は 
條 潰し た も の も 相当 ある . 

8・2 住宅 建築 

ブ ョ ッ ク 造 築 瓦 造 の 住宅 は 最近 道 
庁 の 指導 に よ ょ り 大 分 普及 し 。 鉄道 
舎 等 に も 多く ある . と れ ら は 被害 少 
< 亀 像 の 和信 つた 程度 で 使用 上 攻 障 を 
来 す も の は 少な い . 

は 人 

生 の 飼料 を 入れ 財 蔵 する サイ ョ で 
直径 3m 高き 地上 8m, 地下 3m 程 

写真 6 幕別 , 新 田 さ = ャ エ 場 度 の 円 局 状 の も の が 多い , 嫁 瓦 造 , 

ブ ョ ッ ク 造 , 無 筋 コ ンク リー ト 造 が ある が ブック 造 に 多く の 被害 が 見 られ た . 

ブロ ッ ク は コン クリ ー ト ブロック で 厚 さ 15cm 程度 一 枚 積 で ある . 被害 は 基部 に 水平 は 陣 
断 さ れ 亀 像 が 入り 上 部 が まれ る も の と 縦 に 信 も! 像 の 入る も の に 分 を れる. この 2 種 の 亀裂 の 同時 
に 生 す る も の も 多く 著 し き は 央 潰す る . 

ブ ョ ロッ ク 造 サイ ロ は 目地 モル タル が 貸 調 合 で 強度 が 盟 い 為 亀 更 は 牙 1 ic 目地 に 生じ て 居る 点 
注目 すべ き で 目地 の 強度 が 得 ら れれ ば 今回 の 地震 諾 程度 で は と 著 え られ る も の も 多い . 写真 7 は 
水平 に 郭 灯 され た も の . 写真 8 は 堅 に 割れ た も の . 


8・4 煙 笑 


妹 瓦 造 の , 家庭 用 学校 用 の 集合 煙 笑 は 北海 道 何 娘 に で も ある. 幾 房 が スト ー ブ を 主として い 
る 関係 で 非常 に 普 及 し て 居る が , 構造 は 単に 嫁 世 を 積ん だ だ け の も の で 2 へ 2.5 枚 角 の 方 形 
で 高 さ は 野 高 より 1m 位 高 い の が 普通 で 壁 休 I に 接し て 取り 着け た も の , や や 隔 レ て 建て た る 
0 
この 人 彼 害 は 非常 に 多く , ヌ 分 囲 も 札幌 細 館 に まで 及 ん で 居る . 煙 括 も サイ 同様 目地 モル タル 


le 


写真 7 サイ ロウ の 被害 


り 考 具 を 要する . 
で 嫁 互 造 の も の が 2 


物 (主として 木造 ) に 突き 倒さ 
く 耳 人 の 住む 所 に ある 導 に 人 的 な 損 


* 和 れれ た 


3 見 られ を だが いずれ も 中 央 部 


と 思わ 和 れる 
煙突 に よる も の が 


部 附近 


で 折れ て 


求 な 破壊 を 示す 


rt ュー 


* 


答 し て 居る , 


38 (157) 陸 腔 沖 地 震 の 建築 1 物 の 被害 に つい て 
A 未 造 建物 は 軟 盟 地盤 に 於 て 崎 害 は 著しく 犬 で ある ・ 


B ず 造 建物 は 凍 上 に ょ つて 疲労 が 著 し く 為 に 耐力 が 著しく 減少 し て 居る ・ ょ つて 震 害 も 赤 大 


8 で ある 。 


My 
1 

中 

認 8 
に ( 
に 1 
5 ロ ' 

) 


2 っ 


TA 


写真 12 硬 煙 突 。 浦河 日 正 病院 


写真 1 靖 巨 燃 突 , 巾 別 状 田 ベニ ヤ 工 場 

6 C 雪が 季節 的 I に 地方 的 に 少な か つた 事 は 不幸 中 の 圭 で あ ' 
D 公共 建築 特 I 学 校 が 著しい 被害 を 受け を ・ その 原因 と し て 増築 が 無 計画 に 行わ れ て 居る 
事 , 大 張 開 , 又は 長い 桁 行 に 対し て 考慮 が され て な の 事 , 開口 が 大 で 壁 が 少く 豆 も 耐力 を 考 を 「 
られ な い 程 粗 惑 な 事 , 基礎 の 粗悪 な 事 等 が 考え ら 乱 る . ' 。 ト 


計画 人 C 重 点 を 置か れず 補強 され て 居 な か つた 事 ・ 


ER 組 積 造 は 特に 構 
F 集合 煙突 の 配置 , 設計 が 揚 劣 で ある ・ 


何 調 査 に 際 し て 御 便宜 を 載 い た 北海 道庁 , , 支庁 各 役 場 の 各 位 及 北海 道 大 学 の 諸 先 生 方 に 
蘭 誌上 で 仙人 中 し 上 げ ま す . 


1959 年 10 月 
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昭和 27 年 9 月 の 明 剖 礁 噴火 活動 に つい て 


国立 科学 博物 館 村 内 必 典 


と っ に 


C1952 邊 12 月 20 日 受理 ) 


Explosive Activities of Myojin Reef, 1952 
Sadanmori MURAUCrrr 
The National Science Museum 
CReceived Dec. 20 th, 1952) 


信 new Yolcanic iSle near the Bayonnaise Rocks, 350 kn southb of Tokyo was discovered by 
the crew ofa Japanese fshing boat, the No. 11 MIyojin Maru, on Sept. 17。 1952. The exact 
location of the new volcanic iSle was given by the stuff of oceanosraphy, Tokyo Fisheries 
University。 at 3192567.8 N. and 189959'.5 EE. and it belongs to Fuji voleanic belt. Accordine 
to new8papers。the pyroxysmal eruption as well as lava effusion were okserved and the 
radius of the newly-extruded lava jsle was 100-150 meters. Also it was reported thnat 
since Sept. 21, intermittent severe explosion8 were observed。 On Sept。 28, by the courtesy 
of Tokyo Fisheries University We could approach the isle and observed explosins five times 
in one day on board the Shim' yoO Maru, a 280-ton training ship of the University. The 
newly-formed isle had already disappeared under the sea but we could find the posiiion of 
the undersea crater because the sea Water, there, Was remarkably yellowish. On the following 
day, Sept. 24。 the No. 5 氏 aiyo Maru,。a 211-ton oceanographical survey boat of the Maritime 
Safety Board was missing near the new undersea Yolcano and all 81 on the ship, ineluding 
a crew of 22 andt nine experts on geoloey and oceanography were believed to have met 
tragic end. It was reported afterwards by a survey ghip of MSB that a Yolcanic i8le,。 00 一 
400 n) width。 was pugshed up again and steamned white Yapour. The newly-ejectd pumiice 8 
quartz-andesitic. The energy of one explosion, occurredl on Sept. 28。 Wa8 estimated to be 


about 1018 erg. by the Writer. 


緒言 

昭和 27 年 9 月 17 日 午前 7 時 10 分 及び 正午 に 焼津 港 所 属 カ ン ラ 船 オ 11 明神 丸 (150 ト 
ン ) か ら 焼 津 無線 局 Ic 東 京 の 南方 約 鍵 0 km の 海上 ベ ョ ネー ズ 苦 礁 附近 に 海 許 吊 火 が 始ま り 新 
レ い 小島 が 2 つ 海 面 .EI 出 現し て いる と と が 報告 され た . 後に 水路 部 に より 発見 者 の 船 名 に 因 
ん で と の 島 に 明神 の 名 お あたえ られ , 位置 は 東経 189 度 59.5 分 , 北緯 31 度 56.8 分 と 


発表 きれ た 。 噴火 の 報 と 共に 新聞 社 は 競 つ て 飛行 機 を と ば し , 久 , 水路 部, 水産 大 学 , 気象 公 


は 観測 給 を さ し む けた . 筆者 も 水産 大 学 の 好意 NC より 同 大 学 の 1 回 明 神 雄 海 庶 噴 炎 調査 団 に 参 


陸前 計 ため て と い c。 み 軸 の 箇条 の 了 
要 を 記し 終り に 。 2, 8 の 火山 学 的 考察 を 記し た い . 何 9 月 24 日 に は , 水路 部 所 属 の 海洋 稚 


測 各 基 5 海洋 丸 211 トン ) が 現場 附近 で 行方 不明 と な り , 乗員 22 名 , 及び , 田山 利三郎 


40 C158) 昭和 27 年 9 月 の 哨 神 篠 噴火 活動 に つい て 


河田 喜代 助 両 博士 を は じ め 9 名 の 地質 学 , 海洋 学 の 専門 家 が 不幸 爆発 に より 遭難 きれ を ・ 
過去 の 噴火 活動 ① 

洋上 の と と で ある の で , 昔 は 噴火 は 発見 され な いま ま に 終 つた と と が 多い と 思わ れる. し か 
し 明治 以後 。 小 穫 原 方 面 へ の 航路 上 (に 位置 する と と と , と の 附近 が 漁場 と し て の と と の 理 
邊 で , 割合 よく , 観測 され て いる 

1. 明治 39 年 1906) 4 月 14 日 頃 の 噴火 

ベ ョ ネー ズ 砲 の 極 く 近 く より 自 煙 昇 り 。 その 高き 約 1000 尺 , 直 経 約 300 尺 で あつ た と , 
、14 日 C 維 測 さ きれ た . その 噴煙 は 止む こと な く , 15 日 に も 稚 測 され , 噴出 の 場所 か ら は 盛ん (に 
軽石 が 浮 流し 巾 約 2 混 に わた つて 海流 に 従 つ て 東方 と 流れ て いた . 火山 島 と い ク べき も の は 衝 
測 さ れ て いな い 。 羽 16 日 に な る と 貴 煙 は 全く や み 前 日 の 噴煙 位置 か ら は 塩 塊 と 軽石 を 混 じ た 
"よう な も の が 巾 1 温 長 き 2 梁 に わた り 隙 間 な く , 郊 流し て い を と いう . 思う に と の 日 は 火山 弾 
を 噴出 し た り 新 鮮 な 溶岩 を 湧き 出す と と は 止ん だ が 火山 灰 を 噴出 する 噴煙 活動 は 未だ 水面 下 で 
行わ れ て いた の で あろ う 2. 

2. 大 正 4 年 1915) 6 月 19 日 の 噴火 

ベ ョ ネー ズ 確 の 東北 約 10 澤 即 ち 32?007N, 140?05 の 点 よ り 噴 火 , 19 日 に は 海水 と 北 を 
噴 上 げ る 大 爆発 が 数 回 あり CauliHower cloud を 生じ 日 中 で は ある が 火 福 の 立 昇 る の が 観測 き 
れ て いる . 翌 20 日 に は 爆発 は 正 ん で いる 

3. 大 正 4 年 (1915) 7 月 1 日 の 噴火 

漁船 が べ ョ ネー ズ 礁 と スミ ス 島 の 中 央 (に 於 て , 西方 約 5 里 の 地点 に 黄色 い 噴煙 が し きり ke 昇 
り 約 1 里 の 区 域内 は 煙 と 共 Ic 海 水 が な まき あ げ ら れ て いた の を 徹 測 し て いる . と の 除 も 火山 島 は 
認め られ て いな い 。 し か し 5 里 離 れ を た 所 より の 観測 で ある か ら , 高 さ 数 m の 小島 が た と え あ 
つた に し て も 観測 され な いこ と と も あり うる . 

4。 昭和 9 年 5 月 の 噴火 

附近 航行 の 泌 2 昭 和 丸 に より ベ ョ ネー ズ 礁 の 東方 約 5 昌 の 地点 に 於 て 広 さ 約 180m に わた り 
海水 黄色 と な り 硫 黄 串 な し た と と が 報 ぜ られ て いる 、. 

5. 昭和 21 年 の 噴火 

2 月 初め 英 艦 Uranus (こより 81?577N, 140*01E < 新 火 山 島 が 出現 し , 噴火 し て いる と と 
が 報 ぜ られ た . その 島 の 大 き さ は 長 さ 200m, 巾 150m と いら. 2 月 18 日 の 紋 空 写真 は 新 
島 か ら さ か ん に 白 煙 が 立 昇り 丁度 今 同 の 噴火 活動 初期 の 様相 を 物語 つて いる . 4 月 18 目 有 
馬山 丸 に よる と 4 筒 の 岩礁 が 価 も 海上 に 出 て いる と と を 報じ し て いる ,9 月 28 日 C は 芝 8O 振興 
丸 に よる と 高 さ 100m の neck 様 の 岩礁 及び 高き 4m の 小さ な 岩礁 が み ら れ を だ と いう 。 し か 
し 同年 12 月 末 に は 新島 は 海面 下 に 沈下 し , 破 浪 際 と な つて いる と と が 来 国 無 電 香 示 で 報じ て 
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A 昭和 ZI 年 新島 出現 合 
人 今 固 o 火 瑞 高 位置 


Fig. 1. Submarine topograpDhy near Bayonnaise Rocks showing. double 
voleano. From Mr. 人 氏 . Mita. 
人 る: poSition of new volcanic isle. Ccentral cone) 


Xa る と いい の ク 

以上 が 今 同 の 叶 火 ほ で に わ わ つて いる ベ ョ ネー ズ 克 附 近 の 中 火 活動 で ある . 芝 5 海 洲 丸 で 草 
難 さ れ た , 三田 売 一 氏 に ょ る と , と の 附近 に は ベ ョ ネー ズ 礁 を , 外輪 山 の 一 部 と し , 昭和 21 年 
及び 今 同 の 噴火 位置 を 中 央 火口 丘 と する 二 重 式 火山 が 存在 する と いら. 外輪山 の 北東 都 は 欠 除 
し て い ぃ る が , その 直径 は 約 10 km と 推定 され る . 

今回 の 噴火 の 経過 

前 述 し を 如く , 江 11 明神 丸 に より 発見 され を た 9 月 17 日 朝 に は 燃 は 約 500m の 高き さ に の 
ぼり , 黒潮 反 流 (に 従 つて 噴火 点 よ り 西 南西 に 向い 市 1 温 長 さ 30 当 に わた つて 硫黄 が 流れ て 
り , 新しい 火山 島 は ポッ カリ 2 つ 頭 を 洋上 < 出し て いた と いら. 同日 夕刻, 毎日, 朝日 両 新聞 
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生生 CIC 全 2 や 和 Re | 
な 3 記 て ri- V 
の ) 【 - D で: 門 2 も に n ・ 
SC を 75 で < < 
8 GO 昭和 27 年 9 月 区 六 動 に つい て 2 S 
5 テン 2 学生 に 


ボ 4 > 99fEe の 日 入 は 19 時 80 分 天 現 地 天 し た 。 時 夜 の た め 新 謝 の 大 きき 1 
: 抽 明確 で あつ た よう で ある 筆者 は 朝日 新 聞 社 の 梓 野 写真 部 員 撮 影 に よる 夜景 を も と kc し て , 島 | 
の 長径 を 80m と 推定 し を. 撮影 し た 時 の 捧 況 は 直接 同 者 員 よ り た し か め て いる の で 大 き な 
誤差 は な いも の と 思う . 翌 18 日 C な る と , 各 方 面 か ら の 航 冠 機 や 観測 船 C よ る 観測 だ な され 
人 た 。 深 上 保 突 庁 の 巡 司 船 「 し き ね 」(450 トン ) に よる と 島 の 大 きき は 南北 150m 東西 100m 軸 
。 。 高 S 8Om に 発達 し 。 鳥 他 体 か ら 自 炉 が 党 反 立 昇 つて い . 爆発 は 30 秘か ら 1 分 邊 IC 起 り 。 
_ 黒 克 を 喧 き あげ その 黒 殖 の 先端 に は ケ ッ ト 弾 の よう に 火山 弾 が 尾 を 引 の て 噴き と ば され て 
HRP2 YKP 
_ 秋 に よる と 同日 17 時 30 分 項 大 爆発 が あり 直径 10 混 以 内 は 航行 危険 で ある と 報じ て へ いる.・ 3 ' 
、 082Laet iPSP そ に 
| の 計 和 隊 を よ ょ かせ 」 サ が 現場 に 行く 途中 青 ケ 鳥 附近 か ら Oautidower dond を みとめ 現場 Cc 議 
於 て 大 井 甘 iC 1 回 あつ て いる . と の 当時 は 爆発 様式 は 時 大 爆発 を 行う る の と な つて いよ 2 
で ある . 千 。 卵 形 (に 似 た 礁 が 海面 上 に 出 て いた と と も 報じ て いる . 
水産 大 学 の 神 鹿 丸 調 査 団 の 一 行 $。 22 日 15 時 項 入 天 島 と 共 て 。 造 か 南方 洋上 の 現場 上 先生 
に 雄大 積 守 弄 の 噴煙 を みとめ た 更に 同 28 時 45 分 頃 に は , 火柱 が 噴 上 が る の を 南 航 中 lc み 
と め 交 28 日 現場 に 到 誠 し て みる と , 丁度 高潮 時 で は あつ た か が 新 火山 島 の 大 部 分 は 海面 下 ic 洗 
下 し わずか 1 へ 8m の 震 維 が 2 箇 当 面 上 に 出 て いた 。 火 日 の 位置 は 火 日 附 近 を 源 と し て 黒潮 反 
流 C 営 2 て 黄 褐 色 Ic 変 色 し た 変色 海域 が ちる た め C, それ を 認定 出来 た . プラ ンク トン 探 集 網 
に 自 色 の pumiee を 多量 探 集 肌 来 交 と と より し て 海水 の に どる 原因 は 火山 灰 よ る も の と 考 
. え られ , 海面 下 の 火 日 か ら は その 当時 依然 と し て 盛ん ic 噴煙 活動 が 行わ ん て いる と と を 物語 つ 
で いた . 8 時 29 分 頃 28 日 に 於 ける 小 1 回目 の 大 爆発 が お こつ た 。 最初 に 水 福 が あがり 交 ic 語 
大 山 弾 を まぜ た 黒 頑 が ふき あがり 水村 の くつ づれ て 出来 た 邊 健 が 栓 々 に よし 所 語 Oautover 
cloud ic 発着 し て ゆく 経 過 が よく 観測 され た . 30 分 も する と 雲 は 全く 消 を 平穏 な も と の 状態 に 
も ど つ て し まう ( 牙 2 図 ) オオ 1 回 ic 次 いで 18 時 12 分 。 18 時 40 分 。19 時 頃 と 3 回 爆発 
が あぁ つた. 書 開 の 爆発 の 際 は 毎回 , 大 爆発 の 直前 に 小さ な 黒 煙 が ボッ と 大 HEiC あ だ る の が み 
と め ら れ た が 特筆 に 価 す る こと と で あつ た . 谷 , 最後 の 夜 問 の 大 爆発 の 際 は 赤熱 の 火山 弾 が 抄 出 
され る 様子 が よく み ら れ を . その 色調 より する と 天山 弾 の 温度 は 900?C 以下 の + うに か と め 1 
られ た が これ は 海上 7 温 は な れ 友 点 より の 観測 で ある の で 温度 見 積 り Kc 不精 催 は まぬがれ な 
い . と の 際 , 噴煙 中 に 潜 電 が さか ん こり 火山 弾 の 赤色 と 放電 ic よる 邊 青色 が 入り みだれ 閉 
観 を 補 め を . 火山 弾 の 拡 出 され る 最高 高度 は 約 800m で あつ た . 価 18 時 40 分 の 大 爆発 の - - 
際 約 1500m まで 拉 近 し て 観 測 し た が 爆音 は ゴー と いう 音 を その 最大 叶 に きく の み で 所 電電 人 革 


に 


に 臣 と いう 大字 発 馬 時 の 音 i は きか れ な か つた . ベリ ペリ と いう 先 電 の 際 区 発する 知 き 音 を きい た 
と っ rawvg 
2 に Op 
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人 も い 、 又 濾 高 約 2m 小 長 約 50m 
の 津 浪 が 数 回 航 側 を 通過 し た の も 水 
産 大 学 の 新野 弘 博士 に ょ り 和 観測 され 
て いる . 

その 後 の 明 神 礁 の 活動 は 25 日 1 
時 80 分 項 と 6 時 30 分 項 に 大 爆発 


Afew secoxida sfter the 
exp1oSi On 


water Gome 


り 稚 測 され 26 日 だ は 12 時 80 分 

8 minu1tg after 
を , オ 5 海洋 丸 の 遺 索 船 「 な ろ と 」 
ょ よ つ に て 大 爆発 の あつ た こと と が 報 ぜ 
られ て いる ,10 月 1 日 に は 著 5 海 洋 
丸 の 遺 族 便乗 の 水路 部 の 「 和 観測 船 」 
C よ り 衝 800 て 400m 高き 100m 


が な みとめ られ た を た. 11 月 初め c 米 衝 


Sca1e of cau11f1ower で 1OUd 軍 の 士官 に ェ つ て る 火山 島 が 出現 し 
Fig.2. The explosion。 0883 hours。 Sept. 28, 1952, 0 の が) 
Japanese ]ocal time. Photo. by 8. Murauchi from the て の る と と が 報 ぜ られ て いる 。 12 月 


distance of 5 miles. 9 日 て は 東京 都 深 海 漁業 指導 船 都 南 


充て 49 on) が 現場 に は 東西 約 260m 南北 約 200m 高き 約 250m の 火山 島 が あり 叶 煙 は 少 い 


が 在 島 白玉 に 包ま れこ と の 島 の 南側 約 100m の 洋上 に 高き 7 て 8m の 岩礁 が あつ た こと と も 報じ て 
いる . 

2, 3 の 火山 学 上 の 考察 

今回 の 噴火 c 際 し 発見 当初 は 昭和 21 年 春の 桜島 吊 火 に み ら 和 れ を た 妃 く , 地下 より 導 着 が 洪 出 
ナ る 一 方 , 連続 的 に 噴石 活動 が つづ けら れ て いた よう で あ る . 又 , 多量 の 火山 灰 $ 常 に 拡 出 き 
れ 。 海水 を 黄 視 色 (c 変 色 さ せ て いた . 湧出 する 導 岩 は , 非常 に 酸性 に 富ん で いる の で \* 火 日 上 
(に dome 状 に 築き ち げ られ , 成長 する に つれ 水面 上 に 火山 島 と し て 出現 し た . 写真 と その他 より 
みる (に, 火山 島 は 噴石 丘 と は 考え を られ な い . 9 月 21 日 頃 よ ょ り 爆 発 様式 は 断続 的 に な る 一 方 爆 
発 性 を お び て き て 。 海面 上 の 島 は 小さ く な り 28 日 に は 1^3m を の 頭 部 を わずか に 露出 する 
に すぎ な く な つた を . し か し 海底 で の 噴煙 活動 は 前 述 し た よう に < 連続 的 に つづ いて いた よう で あ 
る 。 し か し , その 後 , どう いう 経過 と を た ど つ た か 不明 で ある が , 前 述 の よう に 火山 島 が 再び 出 
2 で る ・ 


* 洋室 刀 層 森本 良平 。 小 才 天 予 ら 語 氏 が 293 還 民 研 談 話 会 に 於 て Os の 合 有 有 68.526 と 発表 


の あつ た と と が 漁船 世 2 日 祥 丸 に ょ 


の 火山 島 が 再び 海面 上 に 露 れ た だ と と 


AA bs の 了 % 4 2 ミネ 6 0 J ye 
0 の cr 2 0 の 2 2 2 の 
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1. 火山 鳥 の 出現 及び 消 減 。 0 
java-dome が 形成 され て 火山 島 が 出現 し た が , その 後 の 火 山 島 の 一 時 的 消 三 の 原因 と し て 
1) 20 日 頃 よ り 噴火 様式 が 変化 し て 爆発 性 を 帯び て きた ため (C dome が 破壊 され た 。(②⑫) 波 。 
浪 C ょ つて 海 欠き れ た . (3③) 三原 山 の 噴火 低 見 られ る 如く , 地下 より 上 昇 し て きた 導 震 が 再び 
地下 に 流下 し た .(④ 明神 雄 附 近 一 薄 の 土地 の 上 昇 沈降 が 行 れ た 、 等 々 の と と が 考 ん えら れる が 
(②⑫) の 海 触 だ け に ょ つて は 。lava dome が 短 時 間 の 内 に 消滅 する と は 考え られ な い 。 因みに , 2 
叶 石 丘 で ある THaton 島 も 高き 約 80m の も の が 海 角 で 消滅 する に は 12 4。 り , 高き 50m_。 
の Metis 鳥 は 24 年 も あか か つて いる . 


に ) 


_ 2. 爆発 の energy の 算定 いさ . 

前 述 の よう に , 梁 中 燥 発 は 。 大 爆発 の 場合 は 水面 の も ちり あがり よ ょ り は じ ま り water-dome の 議 
形成 と それ に つづ いて 火山 弾 と その他 の 火山 鬼 出 物 の 噴 山 が 壮大 に 行わ れ 徐 々 (c CauliHHower cloud 
が 形成 され て いつ た . 最初 の 海面 の も りあ が り 及 び Water dome の 形成 は 海底 爆発 に よ つ て | 
と され た 衝撃 濾 の 水面 に C 於 ける 反射 て よる も の と 説明 され る . 放射 状 に 火山 弾 と その他 の 挑 出 
物 の 噴射 する の は 爆発 の 際 (c 出 来 た 気泡 が 朱 出 物 と た と も な つて 海中 より 徐 中 へ 吐 軸 する 現象 と 

思わ れる . この よら な 観測 事実 よ り し て 原子 爆弾 の 海中 爆発 と あな じ 爆 発現 象 と 巻 を て も よい 
と 思い 原子 爆弾 の 海中 爆発 の 資料 を 参考 と し その 爆発 の Snerg ア の 算出 を し た や 。 基 準 原子 爆 
弾 Cenergy: 8X1020 erg) の 海中 深度 200feet ic 於 ける 爆発 iC 際 レ て は を それ に よ つ て あこ きれ 
る 渡 浪 の うち 最初 の 涼 の 渋 高 は , 


万 ルー94,0)0 1) . 
(万 : 波高 , 々 : 距離 , 単位 フィ ー ト ) 

で 実験 的 ic 表わさ れる . 9 月 28 日 18 時 40 分 の 大 爆発 の 際 神 雇 丸 は 急速 後退 中 小高 2m の 
波 を 前 述 の よう に 観測 し た . 火 日 は 海面 下 200 feet の 海底 に ある と し , 距離 は 1 梁 と する . き 
て , 小高 の 2 乗 が 涼 の energy に 比例 し , 波 の energy は 中 心 よ り の 距離 の 3 乗 に 逆 比 例 す る 
、 と すれ ば 渋 高 ど は 結局 爆発 の energy の 1/6 乗 に 比例 する と 考え て 大 体 よい で あろ う . か く 
する と , 火山 爆発 の energy P ヵ は , 3 e 

光り 、 

7 UP 


女 : 基準 原子 爆弾 の 場合 1 澤 は な れ た 所 の 波高 。 と の 場合 17.8 feet。 
万 : 6.6 feet. 

: 8X1020 erg. 

飛 に , 万 ヵ ー タ X1019erg。 


さき て , (1) 式 は 無限 深い 海中 で の 爆 玩 で ある が 只 今 の 場合 は 海底 曲 発 で ちや る の で 。 杏 発 の 


が 才 SONa め SI うす 貞 C163) 35 


ミッ 


h 


ず 


還 energy は 海底 で 反射 し て 概 賠 2 倍 に な つて いる と 考え られ , 1/2Py が この 場合 の 爆発 の 
energY と な る . 即ち ,18 時 40 分 の 爆発 は , 1.0x10'8 ere 程度 と な る . 何 , 波高 の 稔 測 は 目 
測 で ある の で 175 程度 の 誤差 な ある と する と , 爆発 の energy は (0.6<6.0)x10!9erg の 衝 
囲 に 入り , 大 体 の order と し て 109erg と 考え て よ か ろ らら . 因みに , 水上 博士 の 計算 に ょ る 
ょ 9 浅間 山 の 大 爆発 の 際 の 爆発 の energy は 10" の order の も る の で ある が , と れ に 比べ る と 

| 明神 礁 の 爆発 は 小 規模 の よう ic 思わ れる . し か し 浅間 山 の 場合 は 1 年 或いは 数 年 に 1 回 名 と る 

大 爆発 で も り , と ちら の 千 者 等 の 観測 し た も の は 1 日 に 5 回 $ も おき て いた の で 浅 閣 山 程 の 大 爆 

発 と は な り 得 な か つた も の で あちら う . 


終り (C, 巴 1 回 神 鷹 丸 調査 団 に 参加 を 許さ れ 観 測 の 機会 と あ た を て 下さ れ ※ た 水産 大 学 の 新野 
約 博士 ic 深 く 研 謝 の 意 を 夫 し ます 角 不幸 海底 只 炎 遭難 され 田山 利三郎, 河田 斉 代 助 
博士 は じ め 族 先 輩 の 圭 に 対し , 豪 心 より 哀悼 の 意 を 表し , 御 冥 福 を 析 る 次 小 で ありま す . 
廊 貞 
C1) 大 森 大 吉 : 日 本 噴 災 志 て 上 岩 攻 了 防 訓 胡 会 報告 No. 86. 三 加 亮一 : ベ ョ ネー ズ 列 鳥 附 近 ら 泊 
底 火 山 活動 新島 出現 ) に つい て 水路 要 報 No. 12., (1946) p. 57. 
C2) 原子 爆 弾 の 効果 : 雑誌 「 自 然 」 1951. 


C3) T. MrNAgawrr: On Explosive Actirties of Andesitic Voleanoes and Their Forerunning 
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On the Frequency Response of the Seismometer with Air Damper 
irO SUZUKT 


Seismological AA Faculty of Beience,。Tohoku UniversitY 


SG Jan. 19 th, 1953) 


> E の The resisting foree by air damper iS not exactly proportional to the velocity of the motion 
of seismometer, as already pointed out by Dr. T. 耳 agiwara. 革 ence the frequency reSponse 
of the seismometer with air damper is different from that by the ordinary theory of seismno- 
_ meters. The author studied mathematically the motion of the seisrmometer im such a CaS6。 

for both free and forced oscillations。 and calculated the true frequency reSDonse Curve3. 下 he < 
。 numerical results of calculations for the seismometer of Tshimoto type (natural frequency: 了 
_50c/S, Weight of mass: 15 kg, sectional area of the damper: 50 cm2) are shown in Higs. The 、 
difference between the true response curves in the present case and those by the ordinary 


theory are not always neghsible, especially when the damping coe 抽 cient is large. 
。 1. 現在 日 本 区 於 て 常時 観測 に 使用 され て いる 地震 計 に は Air Damper を 用 いて いる も の 
。 お MMW あ る . とれ は 勿論 Air Damper c 依 れ ば 比較 容易 て 高い 和 拓 作用 が 得 ら れる 事 や 。 
5 旨 議 その 制作 用 の 則 族 に よる 交 化 小さい 理 等 の 和 旧 がめ る か ら で あ ろう 。 人 し 研 そ 知ら れ て vw 
。 。 る 如く AirDamper の 制 振 作用 は 正確 に は 速度 に 比例 し な いと いら 欠点 も ある 、 この 点 つ 
。  。 いて は 浴 気 の 圧縮 陸 を 考慮 し て Air Damer の 作用 を 論 上 じ 攻 原 博 二 の 研究 が め る 。 so 
_ 果 に ょ る と ,. 8000 の 動き が 単 振動 で ある 場合 に は Air Damper の 制 振 記 502 は 


を 


所 4 


|。 。。。 但し ぼ と は niston の 変位 即ち と = を 。sinoi 

4, は 常 数 

な る 形 に な る 事 が 理論 的 及び 実験 的 に 確 め られ て いる . 
つま り 〇 ) を 地震 計 の 運動 方 程 式 ic 代入 すれ ば 


の ? と と の 
7 十 2 で 2 7 


但し > は 地震 動 の 変位 
と な り , 普通 の 地震 計 理 論 と 定性 的 に は 一 致す る 。 


1) T〒. 本 agiwara: Bull. Earthq、 Res. Tnst., 玉 ITI, 788 1985). 


_Qe65) 7 


地震 動 


7 や sem mee oo っ cmlawesen< 


間 2 
| 周期 及び 波 各 係数 と 求め , 更に こう し て 求め らち れ た 常 数 を 通常 の ③) 式 の 解 で ある 倍率 曲 線 
人 有線 の 代入 し て 得 5 れ る も の を 以 で 拓 動 和 作 する 訳 で る 然し 上 述 の 理由 か 


旨 従 つて と の 場合 に は (1 ) と は 別人 方 程 式 を 解 か な けれ ば な ら な い 。 昌 C 
マス 4 jp は o の 画 函数 で ある 為 (9) の 8 %$ 又 @ の 函 末 数 と な り 固有 振動 か ら 求め られ る 


上 合 の 様 に 簡単 で な い . 

以上 べた 様 c ArDamper を 持つ 地震 計 の 振動 特 仁 は 我々 が 普通 行 つ て いる 方 法 で 得 ら 札 
生生 失 2 
内 cFRrn な 計算 を 行 つ ' 
人 Dieoe 内 の 用 を 等 温 変 化 と 仮定 する . Lu 
間 O oouo 
る . pis ton の 交 位 及び Damper 内 の 圧力 徐 化 p が 小さ くそ の 相乗 積 を 一 交 項 に 比 し て 無 陳 
出来 る と すれ ば , p ic 対し て は 区 の 式 が 成立 する . 1 


玉 7 7 
ガル 3 C3) 


但し 用 は piston が 静止 し て る る 時 の Damper 内 の 浴 気 の 圧力 , S は Damper の 断面 積 , ' 
2 は 静 正 時 の 7gzzpey 底 の 和 際 距離 , @ は Damper の 形状 に ょ より 定まる 常 数 で ある 、 
。 簡単 の 旋 に 単 振子 の 無 < Damper が つい て いる も の と する と , 振子 の 運動 方 程 式 は 


g の 2 と 
。 2 


の 2 ァ 
この / 


2 


TE エー ター 


と な る . 但し は 振子 の 持つ 戻す チカ に よろ る 項 で あり , 7 は 振子 の 質量 , z は 地震 動 の 交 位 
で ある . 


いい せい ee 生生 を 


4 (3) の 解 は E N 
を 0 ーー ダ 訂 み w (5) 
に 
| と 殖 け る か ら ④ は 
の 2 と に 。 と 422 
gd +e+ マ 間 28 訴 暫 2 5 の 0 92 


7 し kV 


ょ なる. 2 の 一 邊 の 形 K 丸 する (6 ) の 解 を 求め る 事 は 簡単 で は な い が , 現在 の 問題 胎 ち 普通 


、Q①) の 形 の 単 振動 の 場合 の 解 は 固有 振動 の 場合 に は 当 は ま ら な い 。 少 く と も 4, 玉 な る 常 。 


| 地 朋 計 の 符 数 に は な ら な いし 」 振動 特 伴 の 常 数 た る w G 動 と 地 寺 計 の 骨 甚 の 贅 ) は 通常 の 場 。 


特性 が 如何 な る か を 計算 すれ ば よい . 

6 4 強制 振動 lc 放 し て は 
- 結 必 三 の 0 Sin oo7 

。  。 。 と いて (G⑥) を 解け ば ょ よい. この 場合 も 簡単 に 
演 と 三 zo sin o7 填 27 cos oz - KS 19) 
1 は と =wo sin(@:-6) (18) 
に 、 な 5 な な ちの 和 全く 同じ ゃ の で あな. は 


2 の ャ = も た et 生 
E ee も 2 2 ・ 
Se か 5 当 EE ンタ 9 AS DC 
48 (166) ・ Air Dammer に 22Ww CGN 的 EC 
PPMCnoWOWnW42RDAN と の な Si ターao gh 
の 0 
先ず 因 有 振動 の 場合 方 程 式 は 
の を (0 9 を 77 三 () ' 
夫 Te を の 記 由 且 ーg の 77 
。 で あり , その 解 は 
と =Ce~ 鐘 gin 977 上 の eー cos 97 (9 ) 


「 各 な る 形 ic 書け る 。 但し の の は 任意 常 数 で ある. 即ち この 場合 に も 定性 的 に は 普通 の 理論 と 
8 し 解 を 持つ 。 た CS) の 4 4 な る 数 人 は 普通 の 考 合 と 左 り 、 


の CO 9 EC ニル 
2155 2 () 
8 re 7 ⑦ ニ 8 の 


拉 K % 


Me 


な る 2 式 を 満足 せ ね ば な ら な い ぐ *、 EE 
有 振 動 数 Y は ' 


9) 


源 


PS 
2 ニー22 十 2 三 28 (10) 
1 一 ーー 
9 ん 
有 、 な る も の で あり , 振動 特性 の 常 数 々 は W/o に 外 な ら な い 。 
まみ 


区 < 減 衰 係数 4 の 方 は (9) か ら 得 られ る も うら 一 つの 式 
ッ 1 8 ら 
' だ ーA4(49 二 っ 5 2 ァ リト (e+49+ 人 支 た だ 1) 


を 解け ば 8 と 6。v 等 の 関係 を 求め る 事 が 出来 る . と れ か ら 得 らち れ る 8 と 前 述 の を 使 つ 
て ヵ と し て は 8/Y を 用 いて いる 事 IC な る . 残る 問題 は と の 様 な ん w に 対し て 実際 の 振動 


C2) 比 の 論 交 で で は 交 学 は 全部 実数 を 表わす も の と 仮定 する CCRCISRE SE 
、 の 場合 で ある ・ YR 代 つ て 香 に 林 
わら な い "が 玉生 が 実数 の 為 の 4 条件 (例え ば 1 ュー >O 等 ) は 成立 する 場合 の み を 扱 つ て いる 。 


ーー 記す が 5 
々 の * 


紳 。 eg 2 
ghe+ ? の 2HLA が 


IS の ん 
@ 必 の 2 十 2 


アー 


の “* 


ー フ 記 寺 訪 


二 = 7 
市 に で 
An 6 


ダリ / 


BNC も: い 。 以上 の 式 か ら 与 えら れ た Air ur) と な 年 を られ た 地代 計 の 組合せ 対す る | 
- 重 性 を 計算 する 事 が 出来 < 
5. 実際 の 数 値 例 と し て は 大 体 石本 式 の 様 な 型 の 地震 計 を 念頭 に 置い て 爽 の 様 な 数 値 を 探 用 


ヶ 三 50 (何れ も 単位 は 0.G. 8.) ' 証 2 
よう 生ま Do の 場合 を Fig. 1 つこ 8 に 掲げ て ある . 横 軸 は 前 述 の g。 を と り 選 肩 に 前 述 の ん を 
示し て ある. 図 中 大 突 線 は 振 貼 レ に 関す る も の で 細 実 線 は 位相 挙 に 関す る も の で ある . 9 
| お の 旋 に 点線 で 同じ ん ic 対す る 振動 の 理論 に よる 振動 特性 を 書き 人 れ て ある . Fig 4 て 6 は 主 
ーー0.2em の 場合 で 他 は 同じ で ある . 「 7 
| 図 か ら 分 る 様 に 振動 の 特性 と 実際 の 特価 は か な り 思 つて 居 サ 簡単 に 無 聞 出 来 な い . その 喰 達 。 
= い の 主 な 性 質 を 源 げ る と , 「 「 「 3 


太 刀 三 1.018X106、S ニ 50, 太 ー1.5X104 =0.1 。? 0.9 


日 


3 

も 

7 
5 


1) あ が 大 きく な る 程 喰 違 い は 基 し く な る , 特 K ヵ が 大 で 礁 培 の 理論 で は 共鳴 の 山 が 貞 。 
ーー 
 (②) 喰 悦 は 位相 拳 より も 振 中 特性 iC て 差し v。 
| (3 ) ひま れ の 場合 で も その 喰 税 い は ヵ を 見 か け 上 小さ く 見 せる 様 IC 示 れ て いる 。 
| (4 ) 。 が 小さ い 都 分 で は 両者 の 差 は 大 きく w が 大 きく な る と その 差 は 小さ く な る . 
敵 に 5) @ を 小さき くす れ ば 喰 人 違い は 小 き KS の 09 の の の を 更 て 小さ くす る と 両 
を 、 者 の 差 は 更に 小さ く な る ). と の 事 は 又 @ は 更に 信和 を な る 形 形 で 表 わ れ て いろ から Z を 小 


さき くす る 代り ic Damper の 過 面 積 き を 大 きく する か 又は 振子 の 質量 77 を 小さ く し て 同様 


、 の 結果 を 生え る . 
SG 較 ic は 掲げ て な が 図 じ Air Damper を ?% の 小さ い 地 震 計 と 組合 わせ れ ば 喰 税 は 


ーー 


9 70 Sa 20 
0 Fig. 3 
に ig. 1-3: Frequency TeSDonse CurVe8 ot the 


8eismnometer with air damper, in the case 
when the distance between the base of 
tRe movable piston and the cyinder is 
0.1em、. 

ーー amplitnde response ヵ 

ーー phase response $ 

GCC TeSDonse curves by the 

ordinary theory 


7. ひ 
Fig . の NN 


Tig. 4-6: Frequency reeponsercurvessof the 
seismometer with air damper, in the case 3 
When the distance between thesbase*of 
the movable piston and the 'cylinder Rs 
0・2em. る 
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ーー ゃ む phase response - 

……・ TeSponse curves by the AR 
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年 企 均 潮位 の 間 常に つい て 


省 杏 屋 大 学 学部 物理 学 


室 佐野 義一 


On the Abnormal Heipght of Yearly Mean Ssa Level. 


は 。 BARNO。 


地震 の 前 後 で 潮位 の 閉 る しい 猫 化 が 認 , ら られ る 場 
合 が ある .。 と の よう な 現象 を し ら べ る た め に ,、 年 在 
均 湖 位 の 異常 を 量 的 に 指示 する 最も 簡 昧 な 方 法 と し 
て , 推計 学 の 径 却 の 限界 の 考え を 適用 し て みた ・- 

年 在 功 潮位 の 永年 鐘 化 が 時 間 に 比 例 す る と し て , 
最小 自 乗法 に よ つ て 求め た 

万 Gam) ニ 7(Year) -- の @ 
と いう 形 の 変化 を の ぞい た も の を 年 下 均 潮位 の 
fuctuation と する . と の Hetuation の うち か ら 
危険 率 5 2 以下 で 棄て られ る 値 を の ぞい た も の を も 
と に し て , 増山 に よる 径 却 限 尋 り 


YEARLY MEAN SEA LEVEL 


98 ニ ゥ 十 4{CW 上 7/W] 5 ③②) 

C% 不 価 分 散 : アダ 分 布 の 自由 度 : 引 =1, 2= ニ パー 
を 求め る ・ 使用 し た 衣料 と 永年 変化 の 値 は , 
細島 1900 一 1939。 g=ー09.10。 串 山 1900 一 1939, 
@= 上 6.37, 油 乾 1928 一 1939,g= 十 6.87、@: 屯 /year 
で あぁ る. - 

潮位 の Hunctuation の 代り に 毎年 の 下 均 潮位 の 差 
を と る と (1 の よ ょ うな 永年 変化 は 斑 均 値 と し て あら 


われ る だ け で ある . この 湖 位 の 差 に つい て も 同様 に 
し て 異常 値 を 求め た . 

下図 に 計算 の 結果 を 示し た . 危険 率 10 の 行 友 

限 具 を 越え る 値 を 異常 値 と し て あぁ 

上 る . また 図 中 の 和 天 版 は 山 日 の 論 


1 } + 
HO0S02iMA ミニー ニー 8 ニニン 


女 や の 図 か ら 引 用 し た も る ので, 駿 
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ABURATSUBO 1% 


2 清 場 附近 に 起 つ た 地震 及び 火山 活 
1 和え 
)  ,。 勤 の 記号 で ある 結局 この ょ うに 


ix 。 し て 求め た 測位 の 異常 と 地震 や 火 


山 活動 と は 直接 の 関係 が 認め ら 


WM 


な いよ うう で お る 、。 
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KUSHIMOTO 


RM な お 細島 と 串本 と の Hfnctua- 
tion が よく 似 て お り て (相関 係数 


abnovaal 


12 十 0.55), 永年 変化 で は 串本 と 洒 
2 大 と が 一 致し て いる と と が 注目 き 


valu る 


ABURATSUBO 
lm @ 


1) 乾 山元 三郎 、 小 数 例 ら 纏め 方 と 実験 計画 の 立 
て 方 C1949) 


1o?6 0 じ る 


2) 山 日 生 知 : Bull. Geographical Survey In- 
stitute 』』 (1950) No. 1. 


se 
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ERT,. Tokyo Univ. 


_ 土地 の 雑 微 震 動 の 程度 を 知る こと が , 召 破 地震 学 
の 観測 点 失 定 上 きわ め て 必要 に な つて きた こと は 周 
知ら と 8$ り で ある . 簡 介 な 装置 で これ を し ら べ て ま 
わる た め に , すでに 鈴木 次 郎 氏 が いわ ゆる ノイ ズレ 
還 で ん メー ター と し て , 携帯 用 の 増 巾 座 を 報告 され 
= 。 た ゆめ. われ われ は 。 田 望 氏 に よ つ て 別 の 目的 で 設計 
きれ て いた 小型 の 電池 式 増 市 稚 を くみ た て , 牙 8 回 
有 淵 爆破 観測 の の 観測 点 撰 定 の た め に 使用 し た ・ 召 
| 破 観 測 に 適する よう な 所 は きわ め て 次 微 賑 動 の すく 
妥 な いと ころ で ある か う , 地震 計 は シヤ ント を いれ ず 
還 葛 所 きせ その が か わり, 8 6/8 と 10 c/ の 三 つの 
地震 計 を も つて 行 つ た . 3 e/8 の も の は , 爆破 グル 
ー プ 型 CMEK 5 磁石 に か えた も の う ), 10 c/8 の も の 

は 漢 田 - 田 治 米 型 の 動 線 輸 電 磁 型 で ある 2)・ 
萩田 県 雄 騰 郡 院内 鉱山 の 抗 造 で 鉱 内 作業 停止 中 に 
は か つた 若 果 は 牙 1 図 の よう な 程度 で あつ た ・ 


この 
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3 Fig. 1. Relatiye ground noise-level observed 
at INsar Gold Mine, Akita Pret. 
absciSsa: Distanee from Hine Entrance. 
ordinate: Ground noise-level amplifier input 
。 (Seimometer out put)・ 


場合 は メー ター の ふら つき は 全然 な か つた ・. 抗日 で 
る 非常 に し づか で ある が 100 m 8 く で は さら に 生 


雑 微 震 動 観 測 の 一 例 
- 。 地 令 所 宮村 括 
An Example of ground noise-level Survey. 


Setumi MrYAwURA and Hideteru MAmuworo. 
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分 の 電圧 に な つて いる 3c/S と 10c/s は 挑 内 で は 


同じ 位 だ が , 抗日 で は 10c/8 が 大 きい と と は 予期 1 


きれ る と ころ で あつ た ・ 電圧 は CR 計 振 器 で 検定 し 
た 増 貼 器 の 店 度 で 地震 計 の 出力 電圧 に 換算 し て あ 
る . 地震 計 の 感度 を 考え て 絶対 的 な 地動 に し て な い 
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Hig. 2. Relative ground i.oise-levels observed 
at INANrw4, Akita Pref. ED 
obscis8a: Observation points acro88 the Yalley 
at JNANTYA・ - 
ordinates : Number of frequency Der one 
minute that the amplifler imput due to the 
gronnd noi8e becomes greater than certain 
yoltage levels,e. g. for 3c/s Pieh Up (or 
Seismometer) 40 and 80 み PP and for 10 ce/8 
P.U. 50 and 100 respectively. 
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が 相対 的 な と と が わか る し , 同じ 型 の 地震 計 を つか 
うら 時 に は 役 に た つ .・ 

つぎ に 下野 部 で ある 雄 膝 郡 入 寿 町 に お いて は か つ 
て みた と き は , 2m/8 くら いと 思わ れる 微 凡 が と き 
どき そよ ふく 〈 程 謀 で あつ た . メー ター は , 最低 は ほ 
\ 院内 の 挑 日 程 許 で ちあ る が , た え ず ふら ふら し て , 
と きど き 風 が くる と 大 きく ふれ た . 間 2 図 に し めす 
よう な 1 っ 10 の 各 点 で し らち べた が , その あい だ 約 1 
時 間 あ まり は 風 の 秩 な ど 大 帳 一 定 で あつ た と 思わ 
れ た . そ と で ,。 1 分間 に メー ター の 目盛 で 5 アア, 
10 み ア を 指針 が こえ る 回 数 を よん で みた ・ 最低 は ど 
と で も ほ ゞ ヾ 一定 で 目盛 3 てこ 4 ヵ アル で あつ た . た ぶ ゞ 河 
原 の 3 て 5 で は 5 みん 近 か つ た が , その か は り ふ 、 ら 
つき は 全然 な か つた . 河原 に も 草 は は えて いる . 若 
果 は 芝 2 図 に し めす と お おり で ある. 1) 河原 で は 風 

で 大 きく ふら つく と と が な い , 9?②) 砂地 C39) ょ り 礁 
地 (45) が 1 の 傾向 は は つき り し て いる , 3) 水 


全員 河田 喜代 助 氏 の 遭難 を いた む 


員 1.2,6) で は 一 番 よく 風 の 影響 が ふれ る , わ 特 


に が け に 近い 2) は ゆれ や すい ぃ , 5) 3c/8 で は 帰 地 
7,8,9) が 水田 に つい で ゆれ や すい ぃ が 。6) 10ce/s で 
は 街 に 近い 〈⑨) と 山林 の 畑地 C10) と が ゆれ や す 
い , 10c/8 の (1) に お ける 吹 況 は す と し 変 で ある 
が , それ 以外 は ほ ゞ 上 逃 の と お り で あつ て , ま づ 主 
地 の 震 動 性 能 を し めも の と し て 自然 な 傾向 を あら わ 
(5 人 AY の つ いい 6 少 で の の 

上 地 の 革 供 陳 の 匠 発 とじ そ は ほお を おま 
も の で ある が , 多少 の 佐 考 徐 料 に も な ろう か と 記し 
た 次 区 で ある 

1) 鈴本 次 郎 , . 田 望 : 
オ 2 号 寄 書 . 
2) 召 破 地震 動 研究 グル シー プ : 7952 年 11 月 地震 
学会 講演 会 (松代 ) 発 表 ・ 

3) 潜 田 敏 , 田 望 : 1951 年 11 月 地震 学 誠 演 会 
仙台) 発表 < 


地震 〈rsrs) 2 編 攻 4 乱 


1952 年 9 月 24 日 明神 礁 調査 の た め 水 路 都 第 


5 深 洋 丸 tc 便 邊 し て ぉ られ ※ た 本 会 ネ 員 河田 聞 代 助 氏 (東京 教育 大 学 助 殺 拉 ) は 同 給 の 


痢 難 に よ つ て お な く な り に な つた も の と 思わ れろ る. 本 誌 前 号 (第 5 巻 第 8 号 ) ic 丁 栃 


木 県 到 十 里 グ ダム と 地震 」 と を よせ られ て いた が .。 その 初 校 は つい に 鞭 者 に よ つ て 校正 さ 
れる と と が でき な か つた . 感 基 無量 で あつ た . こ ゝ に つい し ん で 心から の 豪 し み の 意 


を 表す る . 
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吉野 地震 
と ろ 近 畿 。 中 国 。 四国 , 中 部 各地 方 の 全般 か ら 関 東 


昭和 27 邊 7 月 18 日 01 吐 10 分 


東北 , 及び 九州 地方 の 一 部 に 地震 を 感じ た . 震源 地 
は 奈良 県 吉野 川浜 域 C34.42N,、185.8oR) で 深き は 約 
70km ょ 推定 され る . 

この 地震 に よ ょ つて 大阪 府 。 奈良 県 , 京都 府 。 滋賀 
県 ,。 其 の 他 に 死者 9。 負 偽者 186, 住家 全壊 20, 
同 半壊 26, 同一 部 深 損 278, 非 住家 被害 52。 田畑 
理 浸 8 町歩 , 道路 , 橋 避 , 鐵道 等 ら 被 害 合計 約 170 
石 大 能 の 倒壊 728 の 被害 を 受け た . 此 の 石 大 廷 は 奈 
良 春 日 君 入 の も ゃ の で , 去る 昭和 21 年 12 月 の 南海 
道 地 震 で 倒壊 し た も の を 応 委 的 に 修理 し た の が 丸 倒 
れ た も の らし く 《,」 新しく 建て た も の に は 被害 が な か 
つた . 

仙 震 は 18 日 に 2 回 。 19 日 に 1 同 。8 月 9 日 
に 1 回 , 合計 4 回 で あつ た . 且 U.S.O.G.S. の 


_ 報 理 に よれ ば 此 の 地震 の Magnitude は 7 CPasas 


dena) で あつ た - 

三陸 沖の 頻発 地震 昭和 27 年 10 月 26 日 より 
18 日 に 計る 3 日 間 に 三 陸 沖 に 頻 紙 地震 が 敬 生 し た ・ 
すなわち 


20 計 半 有 感 18 回 無 感 16 回 計 29 回 
27 日 27 回 98 回 125 回 
28 日 3 17 回 20 回 
詩 48 回 181 回 174 賠 


で あつ た が , 28 回 以後 は ほとん どき まつ た ・ 

と れ ら の 地震 の 震源 は 89?-402N, 1432>-145E. 
の 範囲 で 其 の 中 心 附近 に 集中 し て 居り, 久 深 さき は 40 
ーー60km の も の が 大 部 分 で あつ た . 

カム チャ ヤツ カ 宇 島 興 東 沖の 地震 昭 莉 27 年 1 
月 5 日 01 時 58 分 52 秒 項 カ ムチ ャ ッ カ 半島 南 
東 沖 (509N,。1659E,。 深き : ) に 大 規模 な 地震 が 
発生 し た . 此 の 地震 は 本 邦 各 地 の 地 震 計 に 記録 きれ 
導 戸 で は 人 体 に も 感じ た ・ 

地震 に 伴 つて 発生 し た 津波 は 太 相 洋 の 大 部 分 に お 
ょ び 本 邦 で は 北海 道 , 三陸 治 奄 に 4 時 項 〈 約 2 時 間 
後 う 。 中部, 近畿 , 四 國 及び 九州 地方 洛 央 で は 6 時 
頃 ( 約 人 時間 後 )) より 約 1 蜂 間 の 周期 で ぐり か え し 
て 来 組 し た . 津波 の 高 さ は 約 1 て 2m あつ た の で 本 


時 報 


邦 太 下 洋 浴 基 で 家屋 淫 水 。 船舶 流 矢 。 その 他 電 微 な 
害 が あつ た . 又 ハ ッ イ 島 で は 7~10 feet。 ウェ ー 
ク 島 で は 5 て 6 feet。 ガム 島 で は 2 て 83feet の 津波 
が 観測 きれ た と いう こと と で ある ・. 

仙 到 札幌 両 管区 気象 吾 か ら だ し た 津波 秩 報 は 人 
心 の 安定 , 彼 害 の 凌 減 な ど に 百 し て ある 程度 有効 で . 
あつ た ・ 双 中央 気 提 公 で は テレ タイ フ ' に より ハッ アイ 
の 津波 警報 機関 と 座 料 を 交換 し た ・ 

D.S.O.G.S. の 報告 に よれ ば 此 の 地震 の 震央 は , 
52 1/。oN,。159SE で 。Magnitude は 81/』 CPaasa- 
dena) で あつ た - こ 

閑 根 山際 近 の 頻発 地震 昭和 27 年 1 月 28 日 
か ら 24 日 に か け て 箱根 山 附 近 に 顔 疲 地 震 が 発生 し 
た . この 地震 は , 大 正 6 年 , 9 年 昭和 18 年 な ど 
の 過去 の 例 の ょ うに 地震 と と も に 鳴動 を と も な つ 
た ・. 箱根 山 附近 の 人 々 に よる と 11 月 上 中 旬 に は 本 
く 問 発 的 に 発生 し 。 下旬 に 入る と 21 日 。22 日 ,28 
月 と 地震 が 次 第 に 替 加 し ,23 日 夜半 か ふら 24 日 旧来 
明 に か け て は 連 緒 的 と 思わ れる 程 多 数 の 地震 が 発生 
し た . その 後 委 激 に 減じ 25 日 に は ほとん ど 感 じ ち 
れ な く な つた ・. 最大 震度 は 世 程 度 で 有 感 区 域 は 大 湖 
和 谷 , 即 , 韻 事 。 仙 石原 , 元 箱根 を 含む 一 帝 で , 稔 
滋 な 上 下 動 を 感じ , 振動 時 間 は 2 秒 長く て 数 秒 
程 訟 で あ も つた. 発現 回 数 は 三島 測候所 の ウィ ー ヘ ル 
ト 式 地震 計 で は 23 日 28 叶 ど ろか ら 24 日 4 時 ど 
ろ に か け て 20 弟 男 記 鍼 し て いる ・ 現地 の 調査 に よ 
る と ,。 21 日 (時刻 不明 ) に 1 回 , 22 日 に は 3 固 
の 有 感 地震 が あり ,28 日 に は 23 時 人 分 どろ まで 
に 7 っ 8 回 , そ れ 以後 24 日 0 叶 40 分 どろ まで ほ 
ょ ん ど 連 績 的 に 鳴動 と と も に 感じ られ 数 を る と と が 
で さき ない 程 謀 で あつ た <. 

明 御 磁 の 噴火 昭和 27 年 9 月 17 日 7 吐 す ぎ 
伊豆 族 島 の さ ョ ネー ズ 確 附近 で , 物 す どい 海底 噴火 
が 信 然 航行 中 の 漁船 牙 11 明和 緒 却 に よ つ て 績 見 きれ 
と の 江 火 で 新生 きれ た 火山 島 は 同 漁船 名 に ちな ん で 
明 補 礁 と 名 づけ られ た ・ 宮 18 日 海 上 保安 腰 巡 祝 般 
[し き ね 」 の 測定 し た と と ろ に よれ だ ば , その 位置 は ほ 
ゞ 81956.77N,。 14090.57 色 、 ベ ョ ネー ズ 礁 の 東北 東 
10km 近く の と と ろ で 。 営 時 新島 の 大 き さ は 径 百 数 


二 攻 高き 数 本 m で あつ た ・ 活動 の 初期 に は その 
下 式 は 表面 的 に 比較 的 お だ や か で , 宮 続 的 な 小 爆発 
が み ら れ た が 。 その後 次 に 狂 竣 性 を 増し , 断続 的 
な 大 爆発 が か み ら れ る よう に な り , 23 日 項 に は 1 日 
吉 回 噴 畑 を 高き 5-6000 m 程度 に あげ る 大 娯 発 を 
行う ょ うに な つて , 新 島 は 海 丁 下 に 湾 し て し まつ た ・ 
その 後 こ の 噴火 活動 は 多少 の 治 長 を 示し な が ら も , 
な お 過 続 的 に 活動 を 続け , 10,11 月 に も な お 火山 伺 
の 出 当 が 米 宅 軍機 や 漁 舟 な ど に よ つ て 報じ られ て い 
る ・ 

今回 の 噴火 で 噴出 きれ た 軽石 は 伊豆 諸島 方 面 の 火 
山 と し て は 稀有 の 石英 当山 娠 で あつ た こと と が 胸 界 に 
注目 きれ て いる が , こう し た 酸性 火山 周 噴 出 活 動 で 
あぁ あつ た と こと が 三原 山 の 噴火 等 と は 大 い に そ の 趣 を 左 
に し た 滋 烈 な 爆発 活動 が 行わ れ た 本 質 的 原因 と 考え 
られ て いる . な お 。 本 噴火 に 関係 ちり と 思わ れる よ 
うぅ な 地動 は , 現場 に 近い 鳥島 , 信 天 島 両 島 の 測候所 
の 地震 計 に も 全て 記録 き ル えて いな い が 。 そ の 召 発 活 
動 に 関係 あり と 考え られ る 津波 が 八丈 島 六 重根 港 の 


ekk へ 人 ま 。 
滞 ヽ 


波 沢 計 に 9 月 16, 28, 24。 26 日 な ど に 記録 きれ て | 


いる ・ 

今回 の 噴火 に 際 し て は , 9 月 17 日 夜 に は 気象 台 
諏訪 有 が , 18 日 朝 に は 気象 吾 和 填 済 夫 , 震 研 水上 
武 が それ ぞ れ 新義 訪 特別 仕立 の 日 般 機 に 便乗 し て , 
発 か ら 初期 の 活動 然 況 を 観 宗 し た ほか , 同月 21 日 
に は 気象 否 観 洋 竣 竹生 丸 が 23 日 に は 水産 大 練 沖 般 
宮森 元 が それ ぞ れ 現地 観測 を 行 つ た . 特に 後者 に は 
水産 大 熊 北 式 晴 新野 
濱口 太 徐 多数 の 研究 者 が 参加 し , 本 格 的 な 綿 合 調 
査 が 行わ れ た ・ 

な お , 同日 24 日 現地 調査 を 行う 符 で あつ た 水路 
部 観測 艇 5 海洋 元 が 唱 難 し , 同日 正午 すぎ の 大 燈 
紙 で 沈 浸し た も の と 推定 きれ て いる . と の 篇 , 調査 
剛 員 9 名 乗組 員 22 名 の 全員 が 銘 職 し , 世界 火山 
研究 昌 上 未 箇 有 の 大 惨事 と し て 痛 惜 きん て いる .。 と 
の 道 難 者 の 中 に は 水路 部 団 由利 三郎 , 中 宮 区 俊 。 教 
育 大 河田 喜代 馬 等 が 理 ま れ て お りり, 本 邦 地 学 晃 の 一 - 
大 損失 で あぁ つた. CH 央 気象 台地 震 課 ) 


雑 


伯 


和歌 山 附近 局 地 地震 の 消長 1920 年 か ら 衝 歌 山 
附近 に 局 地 的 な 小 地震 が 頻発 し て 注目 を ひき , 今村 
明 恒 其他 の 人 々 が 研究 を 行 つ た と と が ある . し か し 
1923 年 どろ を 頂 踏 と し て 区 間 に その 活動 は へ つて , 


1945 年 どろ に は ほとん ど 総 旭 し て いた が , 最 近 ま た 


また 非常 に 妊 発し て 問題 を な つて きた ・ 和歌 由 河 條 


和歌 山 測候所 に お ける 直感 地震 回 数 


所 さめ 有 感 地震 の 毎月 回 数 が 明治 12 年 以来 今 且 
ま で 記録 きれ て いる が 。 ま と め て 公表 さき を て な い の 
で , 大 阪 管区 気象 公 長 大 谷 東 座 , 和歌 由 測 條 所 長 
本 正己 両氏 の 厚意 に より と ヽ に 表 と し て 印刷 し て を 
(3 
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委員 会 及 幹 事 会 記事 
〇 昭和 27 年 9 月 19 日 定例 幹事 会 . 出席 者 萩 
原 , 井上 , 広野 。 人 金井 , 宮村 , 村内 , 島津 , 筐 原 , 
松本 , 山 日 , 表 , 村上 ・ 

1) 新人 会 員 鶴 庄 ら た め 全 国 主要 図書 館 。 新制 大 
学 理工 学部 地理 調査 所 等 に 失 護 の 印 箇 物 を 配布 する 
ce 

2) 理学 運 幹 事 学会 を 地震 学会 が 纏 き ける こと 
を 沙 認 し た ・ 

3) 編 韓 納 事 より 会 誌 [地震 」vol. 5, No. 8 は 10 
月 中 旬 発 行 予定 No.4 は 9 月 末 原 稿 締切 と 報告 が 
ンク た つ 

3④) 地震 vol. 1, No.1 は 残部 3 部 と な り 処 に よ 
り 騰 入 申込 が ある の で 再版 する こと と きめ た (予算 
約 き 万 )- 

5) 秋季 学会 に 関す る 件 . 松代 地震 缶 測 所 で 秋季 
学会 を 開催 する た め 委 員 長 より 中 央 気 梨 到 委員 長 宛 
依頼 状 を 出す こと ど し た ・. 地震 の 表面 波 に 関す る シ 
ン ポ ジウ ム で 行う こと と し 続 合 講演 を 佐藤 泰夫 ( 理 
論 ) 秋 間 哲 共 観測 ) 両 氏 に お 願い する こと と し た 、. 
会 則 変 更 を 総会 ら 議 題 と する こと に つき 意見 の 交換 
ke 
昭 10 月 6 日 臨 味 整 事 会 , 出席 者 , 萩原 。 井上 , 
金井 。 宮村, 島津 。 笠原 。 松本, 山口 ・ 表 , 村上 , 
1) 秋季 学会 講演 会 プロ グラ ム を きめ た ・ 

2 松代 より の 朋 望 謙 演 に 応じ 各地 区 委員 に 連 閑 
出席 者 概ね , 宿泊 に 関す る 希望 等 を 至急 調べ る こと と 
の 2 に 
3) 講演 アプ スト ラク ト ,。 を 例年 通り 作製 し 実 頃 
で 希望 者 に 題 奏 す る こと と きめ た . 

10 月 13 日 委員 会 ・ 出席 者 和 達 , 井上 , 乗 滞 C 加 
藤代 理 ), 坪井 松沢 , 浅田 。 高橋, 状 上 , 萩原 , 金 
井 , 宮村 , 飯田, 村内 , 表 , 村上 , 11 月 8 日 に 釜石 
で 大 召 破 (GO トン ) が 生 わ も る と と と な つた の で そ 
れ の 維 測 の た め 秋季 学会 出席 予定 の 会 員 の 中 約 15 名 
位 が 学会 に 欠席 する こと を 了 了 角 し て ほし いと の 申出 
が 料 破 地震 動 太 究 グ ルー プ より 委員 長 に な され た の 
で 秋 員 長 は 委員 会 を 招集 し て 学会 の 期日 を 変更 する 
か 人 否 か を は か つた ・ 乏 に 対し 種々 な る 意見 が 出 て 慣 


重 に 討議 し た 結果 ・ 本 日 の 議題 に 対し 区 書 で 意見 を 
よせ られ た 佐々 。 西村 , 鈴木 男 治 米 委 員 の 意向 も 加 
えて 学会 開催 期 月 を 延期 し て 11 月 14 日 ( 金 ) 
15 日 (上) と きめ た ・. 但し , 多 石 の 吉 破 日 取り が 延 
びる よう な こと が あつ て も 学会 の 期 月 は 再度 変更 は 

し な いと の 条件 を つけ た . 

10 月 24 日 定例 刺 事 会 ・ 出席 萩原 , 井上 , 金井 
宮村 村内, 島津, 松本 , 山口 表 , 和 上 . 

1) 締切 後 の 講演 申込 が 6 件 が ある が 今回 は 乏 を 
追加 講演 と し て 申入れ る こと と し た 

2) 講演 会 の 座 表 に 13 日 午前 和 送 , 午後 佐々 , 
15 日 午前 坪井 , 午後 萩 原 ,。 シン ポジ ウゥ ュ 本 多 の 5 氏 
(こめ:5 朋 lbKG3eKI と BI に SI と の = ョ 

11 月 7 日 際 時 幣 事 会 ・ 出席 者 萩原 , 金井 。 井上 , 
松本 , 山 唱 , 表 , 村上 ・ 

1) 各 李 総会 宿舎 割 当 等 に つき 相談 し た ・ 

2) 学会 に 対す る 具体 的 準 信 に つい て 相談 し た ・ 

11 月 26 日 定例 幹事 会 . 出席 者 。 萩原 , 金井 。 宮 
村 , 村内 . 島津 , 笠原 。 松 本, 弄 上 , 表 , 村上. 

1 萩 季 総会 に 於 て 幹事 会 委任 事項 と な つて いた 
こと を 区 の よう に 成 化 し て 会 則 に 追加 する 。 「 総 
会 の 成立 は 普通 会 員 1/5 以上 の 肌 席 (委任 状 を 含 
むう) を 要する . 」 

2) 来年 春の 学会 を 金沢 で 開催 する に つき 学会 よ 
り 人 金沢 大 学長. 同 法 女 及び 理 各 学部 宛 依頼 状 を 状 
co le > こ 

3. 地震 学会 費 の 件 各 幣 事 が 他 の 方 その 意見 を 集 
め て 来春 1 月 頃 再 検討 する ・ 

4. 列 負 姿 換 会 の 件 . 喜 上 氏 に 出席 を 願い 相談 を 
し た ・ 名 舟 を 仮に [地球 クラ ブ | と する . 発起 人 は 
地震 学会 委員 及 東 事 と する 入会 費 200 四 誰 れん で も 入 
会 出来 る 一 月 末 頃 を 一 応 目安 と し て 設立 の 準 偽 を す 
る 成立 迄 の 世話 係 を 宮村 島津 穫 原 の 8 氏 と する と き 
め た . 

5・ 会 誌 地震 の 発行 が 年 四 回 の 場合 1 問 宛 買う 人 
に 対し て は 各 類 100 上 田 と する < 

6. 復刊 きれ た vol. 1. No. 1 は 300 四 と する ぁ . 

C11 月 より 定例 幹事 会 の 議事 銚 を つく り 各 委員 に 
湊 る で と と や た う 2 
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地震 学会 秋季 講演 会 及 臨 時 縄 会 の 記 


_ 昭和 27 年 度 地震 学会 秋季 講演 会 は 1 月 14 日 及 
| 15 日 の 両日 長野 県 松代 で ひら か れ , 参 会 者 80 名 に 


和洋 し て 盛会 で も つた . 斗 1 日 14 日 ) は 戸倉 の 温泉 
旅館 清 風 園 の 集合 室 を 講演 会 場 に あて 湯 の 香 た だ よ 
うぅ 中 で 始め られ た の は 伸 々 よろ し か つた の で あつ た 
が , 合 庄 く の 体 電 日 で 講演 用 ビラ が 見 づら 〈 話 を 
《 放 も 伸 々 楽 で は な か つた が ,。 少く で も ビラ を 明る 
くみ せる た め 湊 過 区 の 助け を か りな く て は な ら な か 
つた の で 。 ビラ に は られ た 苦心 の ハリ 紙 が 用 を な さ 
ず , 大 変 紀 困 り の 講演 者 も お られ た よう で あお 気 の ど 
《 で あつ た ・ ( 体 電 日 の 繰 替 に つい て は 色々 交 小 し 
この 点 悪 し 
か ら ず 御 了 承 願 いま す ). 講演 会 が 5 時 に 将 り , 引 つ 
づい て 地震 表面 波 の の シン ポジ ウム が 行わ れ 7 時 すぎ 
に 綴 つた . よく 準備 ミ れ た 表 西 波 理 論 に 関す る 佐 基 
氏 の 総合 謙 演 は 本 大 会 の 白眉 で を つた . 萌 9 時 か ら 


。 夜 7 時 迄 で 第 1 日 の 勉強 が つ た の で , と と で 一 必 


中 浴び て 9 時 すぎ か ら 同 園 大 広間 で な ご や か に 懇 観 
会 が ひら か れ た ・. 席 上 萩原 委員 長 よ り 表 回 大 会 開催 
地 を どこ と に する か の 件 を は か り , 諾 松 氏 よ り 御 発言 
あり , 滴 場 拍手 を 以 て 来年 5 月 金沢 で ひら てく こと に 
養成 し た 、 宴 中 ば で 三 々 五 々 二 爽 会 に 出撃 され た 方 
も 多 か つ た よう で あり , 三 丈 会 と 航 し て 大 上 光 生 の お 
部 屋 を スト ー ふ され た 画 力 も あつ た と みか 。 乾 う 2 日 
(15 日 ) は 朝 早 く 2 杏 の 食 切 バ ス を つら ね て 戸倉 か 
ら 松 代 地震 観測 所 へ 向い , 9 時 ふら 同 所 会 議 室 で 講 
演 会 が ひら か れ た ・. 美 休み に 境内 の 松代 観測 所 を 見 
学 し た り し て 詩 演 会 が 府 了 し た の は 殆ど 6 時 近 か つ 
た . 稚 測 所 の 御 心 づ さく し に ょ る 総 了 の 般 食 を うけ な 
が ら 直 ち に 総会 に は いり 萩原 委員 長 議長 席 に つき 会 
則 変 更 の 件 を 始め , 緊 委 動 動議 2 件 に と き 別 記 の 浸 
講演 会 共に 総会 に 於 て る 質疑 応 
笑 極 め て 活 漢 で ちる と いう こと が 本 会 特色 の 一 つ 
と な つて きた . 大 い に た の も し い 傾 向 と いう べき で 
あろ う . 349 の 講演 と シン ボボ ジウ ム と を 2 日 の 日 程 で 
張 行 きれ た の で 時 間 的 余 容 の な い 感 が つた と と は 残 
念 で あつ た . と の 会 を 開催 する た め に 色々 難 骨 折 を 
いた だ いた 中 央 気 多 到 松代 観測 所 の 方 々 に 厚く 御礼 
申し 上 げ る ・ 6 の 58 う 
会 決定 事項 

1。 田中 館 愛 橋 光 生 を 本 会 名 堂 会 員 に 推 水 し た 
C5 月 26 日 ) 件 を 承認 し た ・ 
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2. 会 則 変 更 の 件 本 会 会 則 の 双 十 条 及 附則 を 次 
の よう に 変更 し た , 


牙 十条 委員 及び 委員 長 の 更 汰 期 を 三 月 末日 と 
する 

刻 四条 本 会 々 ヌ 員 は 普 遂 会員 , 購読 会 員 及 び 林 
巧 会 員 と する 

附則 1. 普通 会 員 , 叶 読 会 員 の 会 費 は 一 年 三 杏 
田 と する 


4 追 加 
会 則 は 総会 (又は 臨時 総会 ) に 於 て , 
出席 会 員 の 過 任 数 の 准 成 に より 改 訂 及 
は 附 加 する と と が で きる 

谷 「 総 会 の 成立 の た め に は 普 清 会 員 の 出席 を 必要 
に よる | と いう 趣旨 を 次 の 更 事 会 で 成 婦 化し て 欧 の 
総会 の 承認 を 求め 会 則 に 加え る と と を 決議 し た - 

3. 緊 念 動議 1. (等 原 徳 一 氏 提 和 案 ) 仙 到 総 会 に 於 
て 決議 され た 別 出 変換 会 の た め の 会 が 早急 に 活動 を 
開始 し 得る ょ う 地 震 学 会 で アツ セン され た いと の 申 
出 に 対し , 乏 は 地震 学会 の 事 業 と いう わけ に は 行か 
な い が 幹 事 会 で その よう な 会 が 早急 に 発足 出来 る よ 
う 世 話 を する と と を きめ た . 

緊 委 動 議 2. て 坪井 加 二 氏 提案 ) 地 震 学 会 よ り 賞 を 
出す こと に し た い . と の 提案 に 対し 幹事 会 が よ 《 多 
《 の 方 の 意見 を うか が つて 具体 的 な 案 を 考え て みる 
に 人 


秋期 講演 会 講演 題目 < 昭和 28 年 11 月 14,15 日) 


14 日 
1 伊藤 芳 須 (て 京 大 地 物 ) 
地下 及び 地上 に 於 ける 放射 能 測定 
2 加 藤 愛 雄 (東北 大 地 物 ) 


地 電 流 風 より 得 た 地球 上 層 の 電気 伝導 度 に 
AOWre P 1 
3 竹内 均 , 島津 康男 C 東 大地 物 ) 
感応 電流 に よる 地球 主 磁場 の 維持 
4 濾 辺 偉 夫 (仙台 管区 気 ) 
宮城 県 鮎川 澄 と 女川 浴 の 内 外 に 於 ける 十 腔 
地震 の 津 浪 の Prpiile CWave form) に つ 
いて 
5 高橋 竜太 郎 , 牌 能 金太 郎 , 飛島 徳太郎 ( 震 研 ) 
津 浪 に 対す る 防 波 現 の 効果 
の まわ に は 武 ( 岩 研 
浅間 火山 の 活動 と それ に 任 2 地震 に つい て 
6/ 村 内 必 典 〈 科 埋 ) 
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、 咽 和 27 年 9 月 の 男 神 確 の 噴火 に つい で 
7 宇津 徳 治 (中 央 気 ) 
- 余震 の ェ エネ ルギー 及び が 上 麻 に つい て 
剛 8 ラ 汐入 、 広 


( 城 研 
震度 階 の 研究 (オオ 一 笠 う 
9 。 慶 松 兆 雄 Ce が 


山西 省 北 東部 に 起り た る 三 大 地震 
10 破 地震 動 研 究 グ ルー プ 

芝 3 固 石 潤 大 燥 破 地震 動 観 測 
11 表 俊 一 郎 ( 震 研 ), 村内 必 穫 (科学 博物 館 ), 
ー 山 噂 良雄 ( 震 研 ) 

誠 訪 湖 々 水 の 忠 に 発生 する 自然 岩 重 
12 和 轄 消 天 , 井上 宇 族 C 中 央 気 ) 
FT 相 に つい て 
18 長宗 留 男 。 柴 還 武男 (松代 地震 争う 
地表 下 800 て 400kM に 於 いて 居 折 する 波 
3 に つい で 
-14 金 電 。 長田 甲 間 男 。 吉沢 静 代 て 蝶 古 け 
日 立 鉱山 に ける 地震 動 の 観測 邊 果 オ 3 報 
15 大 上 科 疹 , 浅野 周三 C 震 研 う , 池上 良 邊 (東京 


学芸 大 ) 
7 補 土地 の 脈動 の 研究 ( 綻 報 
16 : 二 憶 三 〈 震 研 ) 
も クノ モグ ラム に よる 地下 構造 ら 解 析 
17 和 松 本 利 松 ( 震 研 ) 


いく つか の 下行 な 不 連 続 面 に よる 平 渡 の 反 
貞 及 び 湊 過 に つい て 
18 力武 常 天 , 科 原 魔 一 〈 震 研 ) 
垂直 衝撃 力 に ょ る 弾性 体 表 面 の 変形 
19 本 多 約 吉 , 中 村 公 斑 (東北 大 理 ) 
水中 召 発 に よる 海底 選 折 濾 に 就 いて 
20 宇佐 美 竜夫 (中 央 気 ) 
SH 波 に よる 岩 ら 振動 の 一 例 
21 鈴 木 丈 郎 (東北 天理) 
不 均質 弾性 価 中 の Rayleigh 波 の 伝 捧 に つ 
いて 
シン ボ ポジ ウム 
表 画 洲 に 関す る 総合 報知 


1 理論 の 部 佐 藤森 夫 
2 観 測 の 部 ペ 夫 。 欄 才 導 。 夫 
日 

22 男 治 米 鏡 二 (区 田 大 ) 


Metional impedancee の 測定 より 来 め た 速 
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_ 安 鞭 蔽 一 ,. ] 
可動 磁石 に 依る 面積 型 磁気 記 銚 法 に 関す る 
実験 “ 「 

井上 英二 鈴木 弥 逢 C 地 理 調 ) 


便 木 郎 


佐久 間 修 三 


石 の 
電 草 串 三 
ほ カ 


草 井 思 二 (東大 理 ), 力武 党 


尾 時 率 男 


を 人 っ で 
由 導 米 合 三 GO 
電圧 感 放 に つい て 0 
小森 直 太 , 高野 光 科 て 束 大 地 物 )  . 
地震 動 の ェ ネ ルギー を 直接 記 銚 させ る 方 法 


に つい て の 一 考 府 


友田 好 交 東大 理 ) 


振子 に よ る 新しい 重力 測定 半 軒 の 概要 
坪井 加 二 , 委 田 好 婦 (東大 理 う 
の 重力 測定 を 目的 と する 短 聞 期 
束 力 振子 に 関す る 突 験 1 
村岡 一 男 , 北 軸 一 駿 (地理 調 ) 
光波 に よる 長き の 測定 の 一 方 法 に つい て 
(東北 大 理 う 
Air-Damper に つい て 


川 湖 三 郎 (横浜 負う 

増 倍 光 電 答 に よる 記 銚 に つい て 

酒 井 彦 C 中 央 気 ) : 

電磁 高位 系 イン キ 書 き 地 震 計 の 試作 。 
神戸 正雄 CK 阪 気 ll 議 5 護 計 
地震 計 の 基 隔 自記 奨 置 に つい て 
下 _ 鈴 大 軸 C〈 震 研 う 


依る 差 凌 


久 保 寺 剖 ( 京 大 地 物 ) 
超 音 波 に 依る 岩石 の 弾性 縦 波 の 伝播 束 
測定 に つい て 


或 る 種 娠 中 を 伝 は る 街 撃 波 朱 度 の 方 向 に 
還 
| 


( 民 研 ) ' 
高温 に お ける 岩石 の 弾性 及 首 性 第 2 報 - 
ー 雄 (東北 天理) ' 
の 電気 的 性 質 に つい て  . 半 
C 東 大 理 ) 
度 補正 に つい て 
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1 
重力 の 高 「 
『 六 (圭太 : 
地表 に 於 ける 重力 場 の 委 公 か ら 地下 の 交 動 
時 時 の ミー 1 づつ)8NI こ 22 1 

』 
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坪井 豆 二 C 東 大 理 ), 実 川 歌 。 田島 広 < 震 研 ) 
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C 地 理 調 ) 


7 科 s 東 容 OK 大 防 ) 

* PR の 観測 て ラ ヌ 報 ) 
) 高 田 理 内 ( 京 大 防 秋 研 ) ( 「 
6 成分 伸縮 計 で “観測 され た 土地 の 人 歪 に つい 


Ce ra 


ュ 


に つい て - 
細山 座 和 還 CN ※ 大 地 塊 う 

尾 小 屋 に 於 ける 地 領 動 3 
西村 英 一 , 細 押 議 衝 還 C 京 大 地 物 ) 

吉野 地震 前 後 ら 附近 の 土地 令 動 
本 村 英 一 ( 京 大 地 物 ) 

可 地 地震 と 土地 傾動 6 良 

松代 地代 所 
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地震 学会 禁 助 会 員 C 順 序 不同 ) 昭和 27 年 5 月 1 日 現在 


三井 不動 産業 株 式 会 定 
鹿島 建設 株 式 会 訪 
大 成 設 株 成 会 往 
の あま 27 
大 林 組 
織 本 書 築 設計 計算 事務 所 
茂木 建築 設計 計 事 務 所 
依田 姓 築 設計 証 事務 所 
三菱 地 所 株 式 会 赴 
日 建設 計 工 務 株 式 会 六 
SC 


東京 都 中 央 区 日 本 橋 宝 町 2 の 1 の 1 
東京 都 中 央 区 模 町 2 の 3 

東京 都 中 央 区 銀座 3 の 4 
東京 都 中 央 区 宝町 2 の +1 

C 東 京 苔 ) 地代 田 区 大 手 町 1 の 6 
(東京 支店 ) 千代 田 区 丸ノ内 1 の 2 
東京 都 中 央 図 日 本 橋 勇 殻 町 3 の 2 
東京 都 女 京 区 大 塚 町 33 
京都 二 代 田 区 胸 町 1 の 7 

東京 都 手 代田 区 丸ノ内 2 丁目 2 の 211 
大 阪 市 東 区 北浜 5 丁目 1 

東京 都 交 京 区 小石 川柳 町 22 


電力 中 基 研 発 所 
前 有 有 W 失 ご 件 きっ 府 


東京 都 北 多摩 郡 狐 江 町 岩戸 1229 
東京 都 品 有川 区 大 井 魚 湖 244 


地震 投稿 規定 


1. 原稿 は 400 字 計 原稿 用 紙 に 横 書 C 認 め 。 仮名 は 在 仮名 。 外国 語 は 片仮名 又は 原語 を 
用 いる と と . 2. 和 色 読点 , 等 を 明 腰 に 記入 する と と . 83. 地名 , 人 名 の 読み に 

くい も の に は 振 仮名 を 付け る と と . 4. 数 字 は 漢字 を 用 い ず , アラ ビ ャ 数 字 を 用 い 

る と と . 5. 引用 女 献 等 は 最後 に 本 娘 中 の 引用 箇所 の 番号 を 附 し て 記載 の と と . 

6. 挿図 は 時 で 明 具 に 書き , 市 上 り 寸 法 駐 は 縮 率 を 必ず 記入 する こと と. 図 の 中 の 文字 

は 上 り 1mm 以下 に な ら ぬ こと 原稿 に 赤字 で 図 の 挿入 場所 を 指定 する こと . 7. 


原稿 に は 必ず 欧文 題目 と 欧文 要約 (大 体 800 語 以内 ) を 付け る と と . 8. 論 廊 の 長 
さ は 当分 の 間 , 剛 上 り 6 頁 (400 字 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) 以内 の と と . 9. 別刷 は 
50 部 を 贈呈 し , それ 以上 は 著者 の 負 班 (用 紙 を 含む ) と する . 10. 校正 は 初 校 以 
後 は 編 昌 係 に 一 任 の と と . 11. 時 殊 な 図版 (折込 , 色刷 等 ) は 当分 の 間 著 者 が 費用 
を 負担 する と と . 12. 郊 図 , 表 等 の 設 明 に こ は 欧文 を 用 いる と と . 18. 数 式 。 特 


に 本 文中 の 式 は な る べく 一 行 以上 を 占領 せ ざ る 形 (た と えば 4/,。 sin (Csze/ り 一 
(sze/ の }) の ど ご とく) に か く と と . 14. 寄 書 は 刷 上 り 1 頁 未 満 (400 字 庄 原稿 用 紙 
約 2 枚 迄 ) と し , 欧 娘 題目 を つけ る と こと. 寄 書 の 図面 は 吊 上 り 横 6cm 又は 12em 
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